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一
九
九
七
年
爪
Ⅱ
、
イ
ギ
リ
ス
で
ト
ニ
ー
・
プ
レ
ァ
鍋
い
る
労
働
党
政
椛
が
誕
生
し
た
。
そ
の
直
後
、
フ
ラ
ン
ス
で
も
ジ
ョ
ス
パ
ン
社

会
党
第
一
書
記
を
甘
班
と
す
る
左
翼
迎
立
政
椛
が
成
立
し
た
。
こ
の
年
六
月
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
マ
ル
メ
で
第
三
回
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
民

主
主
義
党
大
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、
大
会
議
長
を
つ
と
め
た
シ
ャ
ル
ピ
ン
グ
・
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
院
内
総
務
は
、
「
こ
れ
ま
で
こ
れ
ほ

ど
多
く
の
甘
机
が
染
ま
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
」
と
喜
び
を
諮
っ
た
。
そ
の
と
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
民
主
主
義
政
党
は
、
こ
の
大

会
に
代
表
を
送
っ
た
Ｅ
Ｕ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
キ
プ
ロ
ス
の
計
十
七
か
図
の
う
ち
十
三
か
国
で
政
樅
を
担
当
し
、
九
人
の
甘
川
を
擁
す
る
に

い
た
っ
て
い
る
。
大
会
宣
一
言
は
、
「
新
自
山
主
義
に
特
徴
づ
け
ら
れ
た
一
時
期
が
終
わ
り
、
新
し
い
地
平
線
が
附
け
た
」
と
社
会
氏
症
主

義
勢
力
の
前
進
を
商
ら
か
に
調
い
あ
げ
た
が
、
こ
う
し
た
股
近
の
政
治
助
向
は
、
世
紀
末
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
久
し
く
低
迷
し
て
い
た
社

会
民
主
主
義
勢
力
が
新
し
い
世
紀
を
前
に
し
て
政
治
的
に
復
調
し
た
こ
と
を
実
感
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

い
ま
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
二
十
世
紀
に
は
こ
の
世
紀
を
特
徴
づ
け
る
三
つ
の
大
き
な
政
治
潮
流
（
政
党
）
が
あ
っ
た
。
自
由
民
主
主

義
、
社
会
民
主
主
義
、
社
会
主
義
的
民
主
主
義
（
共
産
主
義
）
の
三
つ
で
あ
る
。
充
股
す
る
資
本
主
義
に
た
い
す
る
対
応
の
迷
い
か
ら
生

ま
れ
た
こ
れ
ら
の
政
治
潮
流
（
政
党
）
の
な
か
で
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
を
指
導
理
論
と
す
る
社
会
主
義
的
民
主
主
義
の
政
治
潮

労
働
党
社
会
主
義
の
変
容

は
し
が
き

福
田
豊



（
１
）

流
は
、
ソ
述
・
東
欧
社
会
主
義
の
崩
壊
に
よ
っ
て
世
界
と
各
国
の
政
流
の
卿
ム
ロ
か
ら
ほ
ぼ
全
伽
的
に
退
場
し
た
。
残
っ
た
政
治
潮
流
の
な

？
】

か
で
、
「
新
自
由
主
義
に
特
徴
づ
け
ら
れ
た
一
時
期
」
を
つ
く
っ
た
の
は
自
由
山
民
主
主
義
の
政
治
潮
流
（
政
党
）
で
あ
り
、
い
ま
、
社
会

（
２
）

民
主
主
義
の
政
治
潮
流
（
政
党
）
が
そ
れ
に
か
わ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新
時
代
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
プ
レ
ア
英
首
相
と
ジ
ョ
ス
パ
ン
仏
首
相
は
、
社
会
民
主
主
義
の
新
時
代
の
到
来
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
に
人
会
壇
上
で
固

い
握
手
を
か
わ
し
た
が
、
今
度
の
選
単
の
勝
因
と
し
て
一
般
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
川
ら
か
な
よ
う
に
、
英
労
働
党
と
仏
社
会

党
の
川
に
は
同
じ
社
会
民
主
主
我
の
党
で
あ
り
な
が
ら
略
線
上
、
政
簸
上
か
な
り
大
き
な
迎
い
が
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
社
会
党
の
勝
囚
と
し

て
新
附
な
ど
が
あ
げ
て
い
る
の
は
、
公
共
祁
川
で
の
肱
川
拡
大
、
〃
側
時
間
短
縮
、
民
営
化
の
中
止
な
ど
伝
統
的
な
社
公
民
主
兆
綻
的
政

莱
で
あ
る
が
、
労
働
党
の
場
合
は
、
党
首
プ
レ
ァ
の
個
人
的
魅
力
と
、
「
社
会
主
義
色
の
一
掃
」
「
図
何
化
の
放
棄
」
「
高
桶
祉
・
高
負
担

路
線
の
放
棄
」
「
完
全
雁
川
・
福
祉
国
家
な
ど
西
欧
杜
氏
の
伝
統
的
Ⅲ
値
観
か
ら
の
脱
却
」
「
中
産
階
級
へ
の
支
持
腋
鮒
の
移
行
」
「
旅
業

界
と
の
協
調
」
「
労
働
組
合
の
党
か
ら
帆
ビ
ジ
ネ
ス
の
党
へ
の
転
換
」
な
ど
、
従
来
の
労
働
党
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
諸
要
因
を
あ
げ
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
国
営
医
旅
制
度
の
改
蛾
や
岐
枇
制
の
導
入
な
ど
旧
来
の
社
会
民
主
主
義
的
政
簸
の
公
約
も
勝
因
と
し
て
あ
げ
て
は
い
る

が
、
脈
倒
的
に
上
述
の
よ
う
な
「
ニ
ュ
ー
・
レ
ー
パ
ー
」
路
線
に
勝
川
を
も
と
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
新
附
で
解
説
さ
れ
て
い
る
「
ニ
ュ
ー
・

レ
ー
パ
ー
」
路
線
は
必
ず
し
も
プ
レ
ァ
労
働
党
路
線
の
正
確
な
紹
介
と
は
い
え
な
い
が
、
プ
レ
ァ
の
労
働
寛
が
こ
れ
ま
で
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
（
見
え
て
い
な
か
っ
た
）
新
し
い
路
線
を
鮮
明
に
し
、
そ
れ
が
国
民
の
支
持
を
受
け
た
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。
そ
こ
で
問

題
に
な
る
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
の
圧
勝
を
社
会
民
主
主
義
の
新
し
い
展
開
の
結
果
（
新
し
い
社
会
主
義
を
提
起
し
た
成
果
）
で
あ
る

と
見
る
か
、
そ
れ
と
も
社
会
民
主
主
義
路
線
を
放
棄
し
た
結
果
で
あ
る
と
見
る
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
な
が
ら
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
あ
っ
て
社
会
民
主
主
義
の
理
論
と
政
策
を
研
究
さ
れ
て
き
た
仲
外
斌
教
授
は
、
「
プ
レ
ァ
の
ニ
ュ
ー

・
レ
ー
パ
ー
に
は
伝
統
的
な
社
民
の
影
は
兄
当
た
ら
な
い
」
「
プ
レ
ァ
の
成
功
は
、
狂
水
路
線
で
サ
ッ
チ
ャ
主
義
を
蹄
興
し
な
が
ら
、
教



労働党社会主義の変容
青
の
疎
外
、
底
辺
隅
の
垪
大
な
ど
保
守
政
椛
下
で
拡
大
し
た
歪
み
を
修
正
す
る
公
約
と
、
そ
れ
を
近
代
的
、
社
会
的
、
未
来
指
向
的
な
明

る
い
イ
メ
ー
ジ
で
売
り
出
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
彼
の
政
治
志
向
は
第
三
の
道
で
あ
り
、
そ
れ
は
オ
ー
ル
ド
・
レ
フ
ト
（
旧
労
働
党
）
と

ニ
ュ
ー
・
ラ
イ
ト
（
サ
ッ
チ
ャ
ー
）
を
止
揚
し
て
「
中
道
と
中
道
左
派
』
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
碓
立
す
る
こ
と
に
あ
る
。
ニ
ュ
ー
・
レ
ー
パ
ー

（
３
）

の
本
音
に
は
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
な
中
道
主
義
が
垣
間
見
ら
れ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
ニ
ュ
ー
・
レ
ー
パ
ー
」
路
線
を
社

会
民
主
主
義
路
線
を
放
棄
し
た
「
第
三
の
道
」
と
見
る
見
方
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

こ
の
小
稿
で
は
、
「
ニ
ュ
ー
・
レ
ー
パ
ー
」
路
線
が
社
会
民
主
主
義
の
新
し
い
展
開
で
あ
る
か
そ
れ
と
も
社
会
民
主
主
義
の
放
棄
で
あ

る
か
と
い
う
川
越
の
検
討
を
通
し
て
労
伽
党
社
会
主
義
の
変
容
に
つ
い
て
考
察
す
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
の
雌
史
と
国
際
的
な
社
会
民

主
主
義
の
助
向
を
ふ
り
か
え
る
な
か
で
そ
れ
を
果
た
し
た
い
。
プ
レ
ァ
と
「
ニ
ュ
ー
・
レ
ー
パ
ー
」
は
ヨ
ー
、
シ
バ
社
会
民
主
主
義
党
大

会
で
脚
光
を
浴
び
、
単
に
イ
ギ
リ
ス
だ
け
で
は
な
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
、
そ
し
て
世
界
の
社
会
民
主
主
義
打
の
川
待
の
星
と
な
っ
て
い
る
が
、

彼
ら
が
世
紀
末
の
イ
ギ
リ
ス
で
ど
の
よ
う
な
政
治
を
擶
築
す
る
か
と
い
う
問
題
は
、
二
一
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
、
ひ
い
て
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
世
界
に
と
っ
て
き
わ
め
て
砿
要
な
問
題
で
あ
る
。
仲
井
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
社
会
民
主
主
筏
を
放
棄
し
て
第
三
の

道
を
模
索
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
れ
で
ま
た
大
変
爪
班
な
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
縞
で
は
、
「
社
会
以
北
主
我
」
と
い
う
川
語
と
「
民
主
的
社
会
主
義
」
と
い
う
川
語
を
同
義
語
と
し
て
使
っ
て
い
る
。
我

が
国
で
は
「
社
会
民
主
主
義
」
と
い
う
川
語
例
が
多
い
が
、
最
近
の
国
際
的
文
献
は
ほ
と
ん
ど
「
民
主
的
社
会
主
義
」
（
Ｑ
の
日
。
。
『
目
Ｃ

⑫
Ｃ
ｇ
Ｐ
－
－
の
ョ
）
と
い
う
川
語
を
使
っ
て
い
る
。

（
１
）
巾
脚
は
共
産
党
の
一
党
独
放
下
に
あ
り
、
政
治
的
に
は
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
的
社
会
主
義
凶
家
の
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
経
済

的
に
は
市
場
経
済
化
を
促
進
し
て
お
り
、
中
国
共
産
党
が
い
う
よ
う
に
「
中
国
の
特
色
を
持
っ
た
社
会
主
義
」
で
は
あ
っ
て
も
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー

ニ
ン
主
義
に
い
う
社
会
主
義
で
は
な
い
。

３



政
党
は
、
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
情
勢
が
変
化
す
れ
ば
、
当
然
そ
れ
に
対
応
し
て
政
策
を
修
正
す
る
。
情
勢
が
大
き
く
変
化
す
れ

ば
、
叫
論
、
綱
伽
、
狂
本
政
策
を
変
更
す
る
こ
と
も
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
場
合
を
例
に
と
る
と
、
「
共
産
党
宣
言
』
の

時
代
に
は
雅
力
革
命
論
で
あ
っ
た
が
、
晩
年
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
議
会
を
通
じ
て
の
平
和
的
移
行
の
可
能
性
を
示
唆
し
た
。
レ
ー
ニ
ン
は
資

本
主
義
の
帝
脚
主
義
へ
の
発
服
に
と
も
な
う
官
似
的
・
叩
小
的
機
柵
の
肥
大
化
、
議
会
の
形
骸
化
を
理
川
に
暴
力
賊
命
を
一
般
化
し
た
が
、

第
二
次
大
戦
後
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
、
識
会
制
の
も
と
で
広
範
な
統
一
戦
線
が
発
展
し
て
い
る
国
で
は
平
刊
的
移
行
が
可
能
で
あ
る
と
修
肛

（
１
）

し
た
。
そ
の
後
こ
の
問
題
を
含
め
て
中
・
ソ
両
国
共
巌
党
間
で
「
一
二
和
二
余
」
を
め
ぐ
る
人
論
争
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
と
き
平
川
共
作

に
激
し
く
反
対
し
た
中
国
共
産
党
は
、
い
ま
で
は
「
米
帝
剛
主
義
」
を
先
頭
と
す
る
西
側
諸
旧
と
兇
鞭
に
共
存
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
放
を
高
く
掲
げ
な
が
ら
、
そ
れ
と
全
く
矛
府
す
る
社
会
主
義
の
も
と
で
の
市
場
経
済
化
と
い
う
、
中
ソ
論

争
時
に
は
誰
ひ
と
り
思
い
も
及
ば
な
か
っ
た
火
「
修
正
拡
義
」
も
行
っ
て
い
る
。
情
勢
の
変
化
に
と
も
な
っ
て
路
線
や
政
莱
が
変
災
さ
れ

３２
～ノ
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自
川
民
主
主
義
政
党
の
場
合
は
、
本
来
、
圓
山
競
争
と
向
山
主
義
経
済
体
制
の
維
持
・
発
展
を
党
是
と
す
る
が
、
い
ま
で
は
独
占
禁
止

法
や
労
働
法
の
よ
う
な
資
本
の
自
由
な
競
争
を
制
限
す
る
法
制
を
容
認
し
て
い
る
。
日
本
の
日
民
党
は
、
「
規
制
」
で
が
ん
じ
が
ら
め
の

日
本
資
本
主
義
を
硫
極
的
に
容
認
し
て
き
た
。
同
じ
よ
う
に
、
社
会
民
主
主
義
政
党
の
場
合
も
、
自
川
、
平
等
（
公
正
）
、
友
愛
（
述
帯
）

と
い
う
雅
本
理
念
は
継
承
し
て
い
る
が
、
現
在
の
世
界
各
国
の
社
会
民
主
主
義
諸
党
の
路
線
や
政
策
の
上
に
草
創
の
Ｕ
の
面
影
を
見
出
す

こ
と
は
難
し
い
。
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
も
、
一
○
○
年
に
近
い
脈
史
の
な
か
で
大
き
く
変
化
し
た
。
「
ニ
ュ
ー
・
レ
ー
パ
ー
」
が
〃
働
党
の

一
世
紀
に
わ
た
る
脈
史
の
正
当
な
嫡
子
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
雌
史
を
断
絶
し
別
の
道
を
歩
も
う
と
す
る
鬼
子
で
あ
る
か
、
以
下
駆
け
足

で
党
史
を
た
ど
り
な
が
ら
検
証
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

労
働
党
が
結
党
さ
れ
た
の
は
一
九
○
六
年
で
あ
る
。
こ
の
年
、
労
働
代
表
委
員
会
が
労
働
党
と
名
称
を
変
更
し
た
。
労
働
代
表
委
員
会

は
、
一
九
○
○
年
二
月
、
労
働
運
動
の
利
益
を
代
表
す
る
議
員
を
国
会
に
お
く
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
団
体
加
盟
の
組
織
で
あ
り
、
労
働

組
合
の
ほ
か
、
社
会
阯
主
述
洲
、
フ
ェ
ビ
ァ
ン
協
会
、
独
立
労
働
党
な
ど
の
社
会
主
義
打
の
剛
体
が
参
加
し
て
い
た
。
当
時
、
労
働
党
に

理
論
的
影
響
を
与
え
た
の
は
フ
ェ
ビ
ァ
ン
協
会
で
あ
る
。
フ
ェ
ビ
ァ
ン
協
会
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
民
主
主
義
の
伝
統
で
あ
る
目
川
、
平
等
、

容
協
同
の
理
想
社
会
を
火
現
す
る
た
め
に
は
人
間
の
精
神
革
命
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
、
「
土
地
お
よ
び
旅
堆
溢
水
を
、
仙
人
的
階
級
的

必
所
行
か
ら
解
放
し
一
般
的
使
鮒
の
た
め
共
同
社
会
に
委
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
を
組
織
衿
え
す
る
」
（
一
八
九
六
年
の
「
朏
本
原
則
」
）

識
必
要
が
あ
る
、
と
考
え
る
人
々
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
組
織
で
あ
る
・
フ
ェ
ビ
ア
ン
協
会
は
、
こ
の
原
則
に
賛
同
す
る
者
で
あ
れ
ば
誰
で
も

睦
人
会
を
認
め
、
宗
教
や
世
界
観
の
如
何
を
問
わ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
よ
う
な
統
一
さ
れ
た
理
論
体
系
と
し
て
の

雌
「
フ
エ
ビ
ア
ン
主
義
」
は
な
か
っ
た
が
、
「
フ
エ
ビ
ア
ン
主
義
」
ら
し
き
も
の
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
代
表
的
理
論
家
シ
ド
ニ
ー
・

労
ウ
ェ
ッ
プ
の
主
帳
を
中
心
に
フ
ェ
ビ
ァ
ン
協
会
の
社
会
主
投
論
を
ま
と
め
る
と
、
ほ
ぼ
次
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

ろ
好
例
で
あ
る
。

５



大
要
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
生
産
手
段
の
公
有
・
公
営
、
産
業
の
公
共
的
統
制
、
議
会
を
通
じ
て
の
漸
進
的
改
革
、
こ
れ
が
フ
ェ

ビ
ァ
ン
協
会
の
い
う
社
会
主
義
の
核
心
で
あ
る
。

労
働
党
は
、
フ
ェ
ビ
ァ
ン
協
会
な
ど
の
影
騨
を
受
け
て
一
几
一
八
年
の
大
会
で
社
会
主
義
政
党
と
し
て
の
性
烙
を
明
ら
か
に
し
た
。
新

規
約
を
採
択
し
て
個
人
川
棚
を
認
め
る
と
と
も
に
、
規
約
四
条
に
「
生
産
手
段
の
共
同
所
有
と
、
各
雌
業
お
よ
び
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
民
衆
に

一
九
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
は
、
資
本
主
義
の
発
腿
の
結
果
一
〃
で
は
資
本
家
の
匹
大
な
嵩
を
作
り
出
し
た
が
、
他
力
で
は
往
川
、
労
勘
条

６

件
の
怨
化
、
労
資
の
対
立
、
ス
ラ
ム
街
の
発
生
な
ど
数
多
く
の
解
決
す
べ
き
問
題
を
作
り
出
し
た
。
資
本
主
義
社
〈
恋
で
こ
れ
ら
の
問
題
が

発
生
す
る
の
は
、
生
産
手
段
の
私
的
所
有
の
結
果
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
生
産
手
段
の
公
有
と

公
有
さ
れ
た
企
業
の
公
営
お
よ
び
雌
業
の
公
共
的
統
制
が
必
要
で
あ
る
。
生
産
手
段
の
公
有
・
公
撒
と
産
業
の
公
阯
〈
的
統
制
は
、
二
つ
の

刀
向
で
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
、
自
給
体
が
咽
車
、
水
迦
、
ガ
ス
事
業
の
経
営
、
公
共
住
宅
の
建
設
、
失
業
救
済
の
た
め
の
公

共
那
業
な
ど
に
取
り
組
む
力
向
で
あ
り
（
そ
の
た
め
「
ガ
ス
と
水
道
の
社
会
主
義
」
「
那
巾
の
社
会
主
義
」
と
呼
ば
れ
た
）
、
い
ま
一
つ
は
、

資
本
主
我
の
発
匹
に
と
も
な
っ
て
独
占
企
業
が
議
場
す
る
が
、
そ
の
私
的
独
占
企
業
を
国
家
の
所
有
と
し
公
的
に
経
営
・
行
川
す
る
方
向

で
あ
る
。
公
有
化
さ
れ
た
脈
業
を
管
肌
統
制
し
経
徹
す
る
の
は
、
国
家
お
よ
び
地
方
自
治
体
の
消
吏
や
専
門
家
、
経
済
学
者
、
統
計
家
で

あ
る
。
労
働
組
合
は
労
働
者
の
保
護
に
専
念
す
る
。
生
産
手
段
の
公
有
・
公
営
を
実
現
す
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
は
議
会
制
度

で
あ
る
。
議
会
制
度
の
突
現
に
よ
っ
て
国
家
の
性
質
は
変
化
し
た
。
普
通
選
挙
制
が
実
施
さ
れ
労
働
者
の
代
表
が
議
会
に
進
出
す
る
と
、

彼
ら
の
立
法
努
〃
に
よ
っ
て
化
雌
下
段
の
公
ｎ
化
を
火
皿
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
刷
家
は
社
会
主
投
を
火
皿
す
る

た
め
の
手
段
で
あ
り
、
国
家
を
叩
純
に
階
級
抑
脈
の
手
段
と
み
る
皿
論
や
夜
濡
阿
家
奴
は
排
斥
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
雛
会
を
皿
じ

て
の
改
革
は
漸
進
的
あ
る
。
社
会
改
赦
に
あ
た
っ
て
な
に
よ
り
も
大
切
な
の
は
、
問
題
を
計
画
的
に
解
決
し
よ
う
と
す
る
知
性
で
あ
り
、

理
性
で
あ
る
。



よ
る
管
理
と
統
制
の
最
韓
の
制
度
の
も
と
に
、
精
神
労
働
者
な
ら
び
に
肉
体
労
働
者
に
、
彼
ら
の
勤
労
の
全
成
果
と
そ
の
可
能
な
分
配
と

を
確
保
す
る
こ
と
」
と
党
の
目
的
を
川
記
し
た
の
で
あ
る
。
同
じ
年
労
働
党
は
、
総
選
準
に
備
え
て
臨
時
大
会
を
Ⅲ
伽
し
た
が
、
そ
こ
で

採
択
さ
れ
た
政
策
綱
緬
（
『
労
働
党
と
新
社
会
秩
序
』
）
に
は
、
婦
人
参
政
権
の
付
与
、
上
院
の
廃
止
に
よ
る
政
治
的
民
主
主
義
の
拡
大
な

ど
の
政
治
的
要
求
と
と
も
に
、
生
産
手
段
の
公
有
に
基
づ
く
産
業
民
主
主
義
の
確
立
（
鉄
道
・
石
炭
・
電
力
な
ど
の
即
時
国
有
化
、
住
宅
、

酒
類
販
売
な
ど
の
自
治
体
に
よ
る
経
営
・
管
理
）
が
調
わ
れ
た
。
爾
来
、
①
生
産
手
段
の
共
同
所
有
、
②
民
衆
に
よ
る
各
産
業
、
サ
ー
ヴ
ィ

ス
の
管
理
と
統
制
、
③
労
働
者
に
勤
労
の
全
成
果
と
そ
の
可
能
な
分
配
を
砿
係
す
る
こ
と
、
を
党
の
目
的
と
し
て
明
記
し
た
規
約
四
条
は

（
２
）

労
働
党
が
社
会
主
義
政
党
で
あ
る
こ
と
の
証
し
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
二
二
年
十
一
月
に
行
わ
れ
た
総
選
挙
で
、
労
働
党
は
分
裂
し
た
自
由
党
に
か
わ
っ
て
野
党
第
一
党
に
な
っ
た
。
こ
の
時
労
働
党
は
、

「
反
動
と
革
命
に
か
わ
る
」
政
策
と
し
て
社
会
保
障
お
よ
び
公
営
住
宅
の
拡
充
（
財
源
は
帆
続
税
の
哨
微
、
資
本
課
税
の
強
化
）
、
炭
坑
お

よ
び
鉄
道
の
国
有
化
を
爪
而
に
掲
げ
て
戦
っ
た
。
翌
二
一
二
年
三
月
に
は
、
議
会
に
対
し
て
、
「
資
本
主
義
糾
織
の
失
敗
の
原
因
が
、
生
雌
・

分
配
手
段
の
個
人
的
所
有
お
よ
び
管
理
に
あ
る
こ
と
を
信
じ
、
生
酢
・
分
配
手
段
の
公
共
的
所
有
お
よ
び
民
主
的
管
理
の
上
に
立
脚
し
た

産
業
お
よ
び
社
会
の
秩
序
の
た
め
に
、
資
本
主
義
組
織
を
徐
々
に
廃
止
す
る
目
的
で
立
法
上
の
努
力
を
払
う
べ
き
こ
と
」
と
い
う
動
議
を

群
提
川
し
た
。
規
約
四
条
実
現
の
た
め
の
動
議
で
あ
る
が
、
討
論
の
末
三
六
八
票
対
一
二
一
票
の
大
差
で
敗
れ
た
。

唾
一
九
一
一
八
年
の
労
働
党
大
会
は
、
翌
年
の
総
選
準
に
倣
え
て
選
挙
綱
釧
（
『
労
働
党
と
国
民
」
）
を
発
表
し
た
が
、
こ
の
綱
価
の
確
業
の

隷
民
主
的
統
制
と
い
う
項
に
は
、
公
共
の
利
袖
の
た
め
に
土
地
、
石
炭
、
動
力
、
交
通
機
関
、
生
命
保
険
を
国
民
の
所
有
に
し
、
そ
の
他
の

絵
産
業
や
独
占
的
事
業
に
つ
い
て
は
民
主
的
に
統
制
す
る
こ
と
、
協
同
組
合
連
動
を
社
会
主
義
運
動
の
不
可
欠
な
要
素
と
み
な
し
て
こ
れ
と

党働
協
力
す
る
こ
と
が
調
わ
れ
て
い
る
。
翌
年
の
大
会
で
、
規
約
四
条
の
「
生
産
手
段
の
共
同
所
有
」
の
と
こ
ろ
を
「
生
産
手
段
と
分
配
お
よ

労

び
交
換
手
段
の
共
同
所
有
」
と
修
正
し
た
が
、
こ
れ
は
協
同
組
合
と
の
協
力
を
巡
歴
さ
せ
る
た
め
の
措
置
で
も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

７



こ
の
よ
う
に
、
第
二
次
大
戦
前
の
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
の
社
会
主
義
は
規
約
四
条
の
実
現
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
り
、
文
字
面
を
見
た
か
ぎ

り
で
は
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
社
会
主
義
と
見
紛
う
ば
か
り
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
両
者
に
は
決
定
的
な
違
い
が
あ
る
。
マ
ル
ク

ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
場
合
は
、
社
会
主
義
蕪
命
に
よ
っ
て
樹
立
さ
れ
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
椛
刀
に
よ
っ
て
生
産
手
段
の
全
而

的
な
祉
会
化
が
達
成
さ
れ
、
中
央
計
画
機
関
に
よ
る
全
経
済
活
吻
の
管
理
・
統
制
が
行
わ
れ
る
。
そ
れ
に
た
い
し
て
、
労
働
党
の
場
合
に

は
、
縦
会
を
皿
じ
て
漸
進
的
に
生
箙
手
段
の
公
有
化
が
進
め
ら
れ
、
公
汀
化
さ
れ
た
産
業
は
公
共
的
に
管
叫
さ
れ
る
が
、
全
縄
済
活
助
が

災
椛
的
な
計
凹
機
関
に
よ
っ
て
統
制
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
資
本
主
義
社
会
の
社
会
・
経
済
組
織
を
根
本
的
に

変
革
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
点
で
は
同
じ
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
資
本
主
義
的
社
会
・
経
済
秩
序
の
根
本
的
変
赦
と
い
う
点
は
、
イ

ギ
リ
ス
労
働
党
だ
け
で
は
な
く
、
第
二
次
大
戦
前
お
よ
び
大
戦
後
し
ば
ら
く
の
間
の
社
会
民
主
主
義
政
党
に
共
通
す
る
特
徴
で
あ
っ
て
、

た
と
え
ば
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
が
一
九
二
五
年
に
制
定
し
た
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
綱
餌
に
は
、
労
働
者
階
級
の
解
放
は
生
産
手
段
の
資
本
家

的
所
有
を
社
会
的
所
行
に
転
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
、
生
脈
手
段
の
社
会
化
は
政
樅
を
掌
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て

鋼
業
の
公
有
化
を
提
案
し
て
い
る
。

さ
ら
に
一
九
三
四
年
の
大
会
で
採
択
し
た
『
社
会
主
我
と
平
和
の
た
め
に
」
で
は
、
公
有
と
公
共
的
統
制
以
外
の
刀
法
で
は
効
果
を
あ
げ

８

る
》
」
と
が
で
き
な
い
産
業
と
し
て
、
金
融
、
述
輸
、
磁
力
、
水
道
、
鉄
鋼
、
石
炭
、
ガ
ス
、
繊
維
、
〃
皿
、
造
船
、
機
械
、
腱
業
な
ど
を

あ
げ
て
い
る
。
主
要
な
産
業
が
ほ
と
ん
ど
公
有
か
公
共
的
統
制
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
三
七
年
に
な
る
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀

行
を
公
有
化
の
対
象
と
し
て
追
加
し
、
土
地
に
つ
い
て
も
図
比
の
所
有
を
認
め
た
上
で
利
川
を
公
共
的
に
統
制
す
る
、
必
要
な
場
合
は
収

川
す
る
と
し
て
い
る
。
一
九
四
近
年
四
月
、
労
働
党
は
戦
後
復
興
の
た
め
の
青
写
真
と
な
る
綱
価
（
「
将
来
に
直
而
し
よ
う
』
）
を
発
表
し

た
が
、
「
戦
勝
の
後
に
は
繁
栄
の
平
和
が
こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
郷
出
し
で
始
ま
る
こ
の
綱
価
も
、
全
国
投
資
局
に
よ
る
投
資

の
統
制
と
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
、
燃
料
・
助
力
（
石
炭
、
ガ
ス
、
屯
力
）
、
皿
内
迎
送
（
鉄
道
、
迎
河
、
陳
上
輸
送
、
柵
岸
航
賂
）
、
鉄
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可
能
に
な
る
、
偏
祉
の
源
泉
と
な
る
生
産
力
の
発
展
は
社
会
主
義
的
生
産
の
も
と
で
の
み
可
能
で
あ
る
、
社
会
民
主
党
は
あ
ら
ゆ
る
階
級

（
３
）

文
加
、
あ
ら
ゆ
る
搾
取
と
抑
圧
を
な
く
す
た
め
に
戦
う
党
で
あ
る
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
当
時
の
社
〈
恋
主
義
者
に
と
っ
て
は
、
社
〈
零
民

主
主
義
背
で
あ
れ
共
産
主
義
者
で
あ
れ
、
生
産
手
段
の
社
会
的
所
、
の
尖
呪
は
社
会
主
義
を
尖
呪
す
る
う
え
で
不
可
欠
な
条
件
で
あ
り
、

い
わ
ば
常
識
に
属
す
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

●
●

●

（
１
）
「
三
和
」
は
、
平
和
移
行
、
平
川
共
が
、
平
川
競
争
、
「
二
余
」
は
、
公
人
氏
の
党
、
全
人
氏
の
凶
家
の
こ
と
で
、
い
ず
れ
も
ソ
述
此
確
党
が
腿

起
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
反
川
す
る
小
川
共
雌
党
と
の
川
で
激
し
い
論
争
が
行
わ
れ
た
。

（
２
）
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
の
脈
史
に
つ
い
て
は
、
側
嘉
彦
氏
の
「
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
史
』
（
昭
和
叫
川
年
、
社
会
思
想
社
Ⅲ
）
を
参
考
に
し
た
。
よ
く
粧

理
さ
れ
た
秀
れ
た
党
史
研
究
書
で
あ
る
。

（
３
）
オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
民
主
党
の
リ
ン
ッ
綱
傾
（
一
九
二
六
年
）
は
、
民
主
共
和
制
の
も
と
に
お
け
る
議
会
を
通
じ
て
の
社
会
主
義
の
実
現
を
主

脹
し
な
が
ら
、
他
方
で
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
暴
力
的
反
逆
を
企
て
る
場
合
は
武
装
し
て
起
ら
あ
が
り
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
城
の
権
力
を
樹
立

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
台
頭
と
い
う
当
時
の
特
殊
な
怖
勢
に
対
応
す
る
た
め
も
あ
る
が
、
当
時
の
社
会
民
主

党
に
は
マ
ル
ク
ス
主
義
の
影
騨
が
強
く
残
っ
て
お
り
総
じ
て
左
翼
的
で
あ
っ
た
。

ｌⅡ
規
約
四
条
の
実
践
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一
九
四
爪
年
七
Ⅱ
の
総
選
挙
で
、
労
働
党
は
六
四
○
議
席
の
う
ち
三
九
三
を
占
め
、
戦
勝
の
英
雄
チ
ャ
ー
チ
ル
率
い
る
保
守
党
に
人
勝

し
た
。
戦
争
で
耐
乏
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
圃
比
は
、
住
宅
、
Ｍ
川
、
締
済
的
川
窮
か
ら
の
脱
川
な
ど
当
而
の
切
迫
し
た
Ⅲ
皿
の

解
決
を
労
働
党
に
託
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
労
働
党
は
、
年
来
主
賑
し
て
き
た
社
会
主
義
実
現
の
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
を
掴
ん
だ
の
で

な卜あ就内を経れ尤述校光
か’）第るいｌＨＩ委営たせ輪第全一
つ’二・てに員方産る｝１１－なノＬ
たほ次囚政よ’こ式業’モ党将二
゜か太み鞭つ任６Ｉｆｌ肌リにｊｌロノＬ
係数戦にをて命、何述ソな逃イ１１
守満が、炎行し大化のンつノ憐七
党の蛤こ現わて［;ｉに（I/がたヘノｌ
と幹まのしれ経をＩＨｌＩ１１Ｉ立労二、
ﾂﾉ部るモよた営委す家業働八第
働がとりう国に貝るがし党｛|ミニ
党人、ソと有当長執締たがの次
の’:｜ツブンす化たと行樹、内進マ
恵し働方るはらす部にロ｜川本ク
児た党式と、せるｆｌｌあンをｕｉド
が゜はが、ロる全く!；たド組改ナ
真こョ、途ン、国でるン縦ｉｌｉル
つの野第端ドと石はフのしでド
ｌｒリ内蛮二にンい炭、エ地たこ内
か｜Ｍ１に次野のうお’五１ビ下の○｜Ｈ１
らで対人党交６よイｊア鉄で職が
ﾇｌはす戦や皿のび化ンやあ以成
立１)ｉＩｉる後経にで動は〃パる」名立
す業文に懲限あ力交式ス゜のし
るの｜ﾘ１行：行らり生ｉＵｍｌをこ全た
よ’Iilのわのれ、産だと統の女・
う、戦れ反、フ評けい合内Ｉｌｌｉこ
な化いた対しエ識でうし１３１がの

Ｍ賎職：与證Ｍｘ鮒I；
はｉﾘｉ戦国う経ン作〈化社済椛総
、イ了う有・ｉｉｉ方るイｉ〃〈を政を進
一’のた化結に式、炭案（'１；簸得率
iii変めの吋はでそ、で,〕のたは
一史にモ妥職はれ勅あ、な～、
政に全デ協貝なぞノノる政かで識

hiⅢ'ｉｌｉｉルのやかれに。府であ会
ＭＩ２Ｍ柵ガ洲ii7〔ガバＲｌＭ
でｌＩＩｌ保つに者・織ぼこ命｜=Ｉが｜正１

１iiw菫鳫：鮭峨Ｉ?猟二＄
“ＩＩＩＩ洲ネ誉珊鯛Ｍ
ｌＩｌたにをき実れとＩＭＩに簸識で
いく脇得な際たに党綴がｌｊｊＴｊ
とＩ(Ⅱ刀なつマ職な人溝一をわ
いりしか大ク員つ会のっｌｌｕれ
う」２，つ゜ドとてに１１ｔあ得た
チけ党プニ政ナ労い’}＆（［つしＩＤＩ（
l’ら甘の樅ル勘プニｌｌｌをたて初
１れアでにド者。ざ排・比の
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チ
ル
の
方
針
に
従
っ
た
の
で
あ
る
。



労ui党社会主義の変容

た水換さ外り
めのをＩこｉｌｊス以
、牙と深場は」：
iilj城も刻、、の
者になな保戦（《
は迫わ危有勝業
激るな機船図の
しもい的舶で国
〈の限状のは有
対とり態激あ化
立し望に減つに
してまあ、たつ
た特しり国もい
゜別い、際のて
ﾂﾉ視こし収のＩｊ
勘しと大文、、
党ただがのイト
内しつつ逆ンラ
に、たて調ドツ
も他の資、をク
鉄万で本莫始iiu
j11I保あ家人め輸
産守る｜潜なとを
業党。級梅す除
lIilももに外るき
行そっと（l1iji保
化れとつ：街ｕｌｊ守
はをもて、な党
戦自鉄６爆ｈＩｌ１ｌﾉｌ
後［|］鋼国撃氏ｌこ
の主産家に地も
ﾎﾓ義業のよの経
済径の手る独営
厄済国に箙立背
機の有よ業と途
を根化る識脳に
い絆に経ｌｌｌｉ人も
つをっ済のな強
そ櫛い再破１Ｍｊい
うかて翅域外’又
肋すははとｒＹヌ１
反６，資老ＩＶｉは
すの労本｜'ｊのな
ると働ｊ２化喪か
恐し党義な火つ
れてＩま体ど、た
が讃そ制に狭・
あられのよ’ＭＩＩ当
るなを根つ化Ⅲｉ
とか独本てしの
しつ占的、たイ
てた資転ま梅ギ

組
閣
し
た
ア
ト
リ
ー
は
、
選
挙
政
策
綱
伽
に
し
た
が
っ
て
産
業
の
国
有
化
に
取
り
組
ん
だ
。
公
共
の
利
袖
の
蛸
巡
、
公
共
的
統
制
に
よ

る
投
資
の
計
画
的
な
調
整
、
雇
川
の
安
定
的
な
維
持
を
期
す
る
万
策
と
し
て
国
有
化
を
実
施
し
た
の
で
あ
る
。
社
会
主
義
を
尖
現
す
る
と

宣
言
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
労
働
党
に
と
っ
て
社
会
主
義
的
改
革
の
璽
要
な
一
環
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
国
有
化
さ
れ

た
産
業
は
、
石
炭
、
嘔
気
、
国
内
迎
怖
、
ガ
ス
、
海
外
電
気
通
信
、
民
間
航
空
、
そ
れ
に
鉄
鋼
で
あ
る
。
石
炭
凶
行
化
法
が
議
会
を
通
過

し
た
の
は
一
九
四
六
年
七
月
で
あ
る
が
、
一
部
の
小
炭
坑
を
除
く
全
炭
坑
の
生
脈
手
段
が
凶
有
川
雌
と
さ
れ
、
全
図
石
炭
庁
の
管
川
下
に

川
か
れ
た
。
咽
剣
法
は
四
七
年
八
川
に
成
立
し
た
が
、
脚
家
発
脳
波
例
と
地
力
目
冷
体
の
発
岻
設
仙
を
除
く
余
光
送
配
脳
投
仙
が
イ
ギ
リ

ス
旭
気
庁
の
所
有
と
な
っ
た
。
同
じ
川
に
成
立
し
た
国
内
述
輸
の
圃
何
化
法
で
は
、
鉄
道
会
社
、
内
陳
水
脈
会
社
、
一
定
距
離
以
上
の
憐

業
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
、
ロ
ン
ド
ン
旅
客
輸
送
な
ど
の
資
産
が
イ
ギ
リ
ス
述
輸
委
員
会
の
所
有
に
移
さ
れ
て
い
る
。
ガ
ス
の
場
合
に
は
四
八
年

七
月
に
ガ
ス
法
が
成
立
し
、
そ
れ
ま
で
地
方
自
治
体
や
私
企
業
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
て
い
た
設
備
が
全
国
一
二
の
地
区
に
設
置
さ
れ
た
地

区
庁
に
移
さ
れ
た
。

あ
る
。
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労働党社会主義の変容
て
元
労
働
組
合
役
員
で
あ
っ
た
。
経
常
者
と
し
て
の
能
力
を
買
わ
れ
た
元
役
員
に
公
共
性
の
優
先
を
期
待
す
る
の
は
も
と
も
と
雌
皿
な
こ

と
で
あ
り
、
元
労
働
組
合
役
員
に
し
て
も
、
上
述
の
規
定
に
あ
る
「
労
働
者
組
織
に
関
す
る
広
範
な
経
験
を
有
」
す
る
も
の
と
し
て
経
営

の
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
た
の
で
あ
り
、
労
働
者
や
労
働
組
合
の
利
益
を
代
表
し
て
経
営
陣
に
加
わ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
彼

ら
は
、
理
事
に
な
る
に
あ
た
っ
て
組
合
員
籍
か
ら
離
脱
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
全
国
石
炭
庁
の
理
事
会
は
、
公
共
性
や

労
働
者
、
消
費
者
の
利
益
を
代
表
す
る
と
い
う
面
は
も
と
も
と
希
薄
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
、
迎
輸
、
ガ
ス
、
通
気
な
ど
国
有
化
さ
れ
た
そ
の
他
の
産
業
に
お
け
る
理
珈
の
任
命
も
、
石
炭
産
業
の
場
合
と
人

差
は
な
か
っ
た
。
肝
心
の
議
会
に
よ
る
慌
督
も
、
大
厄
へ
の
質
疑
と
報
告
書
の
審
議
を
通
じ
て
事
後
的
に
行
わ
れ
る
に
と
ど
ま
り
、
実
質

的
な
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
は
川
難
で
あ
っ
た
。
鉄
鋼
国
有
化
の
形
態
は
、
石
炭
な
ど
の
場
合
と
は
異
な
っ
て
「
国
有
民
営
化
」
刀
式
が
採

川
さ
れ
た
。
鉄
鋼
公
社
が
企
業
の
株
式
を
所
有
し
、
実
際
の
企
業
活
動
は
そ
れ
ま
で
通
り
各
企
業
に
任
せ
る
と
い
う
や
り
方
で
あ
る
。

労
働
党
内
閣
の
国
有
化
政
策
は
、
破
綻
に
瀕
し
た
基
礎
的
産
業
の
再
建
と
い
う
点
で
は
成
果
を
あ
げ
た
。
し
か
し
、
労
働
党
が
意
図
し

た
公
共
的
統
制
の
実
現
、
一
般
消
費
者
の
利
益
の
向
上
、
労
働
条
件
の
改
善
、
生
産
性
の
上
昇
な
ど
の
点
で
は
予
期
し
た
ほ
ど
の
成
果
は

あ
が
ら
な
か
っ
た
。
全
国
に
わ
た
る
計
画
的
な
運
営
に
よ
っ
て
波
賀
が
少
な
く
な
り
効
率
が
向
上
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
た
が
、
実
際
に

は
逆
に
中
央
集
権
的
な
官
侭
主
義
的
硬
血
性
を
も
た
ら
し
た
。
一
九
四
九
年
に
採
択
さ
れ
た
選
挙
綱
傾
弓
労
働
党
は
イ
ギ
リ
ス
を
信
ず

る
」
）
の
な
か
に
、
そ
れ
に
大
い
す
る
反
省
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
綱
傾
は
、
新
た
に
公
有
化
を
Ｈ
指
す
産
業
と
し
て
水
道
、
鉱
石
、
食
肉

屠
殺
お
よ
び
販
売
、
生
鮮
食
料
品
の
冷
凍
施
設
、
製
糖
、
保
険
事
業
、
セ
メ
ン
ト
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
が
、
独
占
が
必
要
で
な
い
産
業
に

お
け
る
私
企
業
と
公
企
業
の
競
争
を
提
唱
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
来
否
定
し
て
き
た
競
争
に
た
い
す
る
見
直
し
で
あ
る
。

労
働
者
の
経
営
参
加
は
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
。
経
営
者
の
反
対
の
た
め
だ
け
で
は
な
い
。
労
働
者
の
側
に
も
消
極
的
な
意
見
が
強
か
っ

た
の
で
あ
る
。
一
九
四
八
年
の
労
働
党
大
会
で
、
一
部
の
党
員
か
ら
「
国
有
化
産
業
の
指
椰
お
よ
び
経
営
に
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
で
労
働
組

1３



をのて化イ上れて
参三ｌｒｌの政た，1１（労
り１１点家対簸国販働
さでの象の布論党
せあ利と饗化のは
よつＩＩｘな点政立、
、たをるは策陽一
な・ＩｌＩＦｉ１ｉ、にに几
ど左な業①関立Ｈ
を派う’よ労すっ＿
骨か箙、側る=,ミイ,：
子ら業非党文流の
とはで’i上は書イｉ総
す、あ率国司派選
るさるな有藤と単
修ら、１雁化業，,Ｉｉに
１１２に③業政と進ひ
案産ど、莱社論き
が業の輪を会のっ
提名藤，|，放一立づ
１１１を業努粟は場き
さ具をノノしこにＪｉ
れ休匝｜をなの立五
た的イ1「せい対つ（,皇
がに化ず、立反の
、あす独次に主総
大げる１１１の決流選
差てかの内満／ｆ準
でＩＲＩはノノ，H，を派に
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一
九
五
九
年
の
大
会
で
は
、
こ
の
年
行
わ
れ
た
総
選
挙
の
敗
因
を
め
ぐ
っ
て
左
右
両
派
が
激
し
く
対
立
し
た
。
左
派
は
労
働
党
の
政
策

が
保
守
党
と
「
大
差
が
な
く
な
っ
た
」
点
に
敗
因
を
求
め
、
社
会
主
義
の
初
心
に
返
っ
て
産
業
国
有
化
を
大
胆
に
進
め
る
べ
き
で
あ
る
と

主
張
し
た
。
右
派
は
社
会
主
義
の
魂
を
強
調
し
て
全
面
的
な
国
有
化
を
主
張
す
る
の
は
四
十
年
前
（
規
約
四
条
制
定
時
）
の
古
い
考
え
で

あ
り
、
そ
れ
に
囚
わ
れ
続
け
て
い
る
こ
と
が
青
年
た
ち
に
年
老
い
た
党
と
い
う
印
象
を
与
え
、
労
働
党
を
見
捨
て
さ
せ
る
結
果
に
な
っ
た

の
だ
と
反
論
し
た
。
淡
壇
に
立
っ
た
主
流
右
派
の
党
首
ゲ
イ
ッ
ヶ
ル
は
、
自
由
と
民
主
主
義
の
立
場
に
立
っ
て
社
会
正
義
に
そ
っ
た
平
等

で
階
級
の
な
い
社
会
、
公
益
を
優
先
し
物
質
的
利
益
よ
り
も
精
神
的
価
値
を
重
視
す
る
社
会
を
実
現
す
る
の
が
労
働
党
の
任
務
で
あ
る
、

と
前
置
き
し
た
上
で
、
廊
業
の
公
有
化
は
平
等
や
計
画
化
を
も
た
ら
す
一
つ
の
手
段
で
あ
っ
て
そ
れ
日
体
が
目
的
で
は
な
い
こ
と
を
強
調

し
た
。
さ
ら
に
、
私
見
で
あ
る
と
い
う
断
り
つ
き
で
、
一
九
一
八
年
に
作
ら
れ
た
党
の
規
約
四
条
は
生
産
手
段
の
国
有
化
が
党
の
ｕ
的
で

あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
て
い
る
、
規
約
四
条
を
神
聖
不
可
侵
な
も
の
と
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
訴
え
た
。

（
１
）

ゲ
イ
ッ
ヶ
ル
の
減
税
に
も
み
ら
れ
る
こ
と
だ
が
、
労
働
党
の
社
会
主
義
に
は
も
と
も
と
倫
皿
的
色
彩
が
濃
い
。
一
九
八
○
年
代
に
発
表

さ
れ
た
労
働
党
系
の
理
論
家
た
ち
の
論
文
は
、
物
質
的
篇
の
独
得
と
い
う
意
味
の
幸
桶
の
追
求
で
は
な
く
目
巾
の
拡
大
こ
そ
が
社
会
主
義

の
般
高
の
回
的
で
あ
る
、
社
会
主
義
を
資
本
主
義
か
ら
真
に
区
別
す
る
の
は
社
会
主
義
が
人
間
の
向
山
、
平
等
、
友
愛
を
究
極
の
価
値
と

容
し
て
追
求
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
、
と
い
う
趣
旨
の
も
の
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
社
会
主
義
観
に
た
て
ば
、
社
会
主
義
と
産
業
国
有
化
を
同

越
一
視
す
る
よ
う
な
考
え
は
厳
し
く
排
斥
さ
れ
る
。
産
業
国
有
化
は
労
働
党
の
目
的
（
社
会
主
義
）
を
実
現
す
る
た
め
の
一
手
段
に
過
ぎ
な

毬
い
の
で
あ
っ
て
、
目
的
と
手
段
の
区
別
を
暖
昧
に
し
た
り
混
同
し
た
り
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ゲ
イ
ッ
ヶ
ル

準
発
一
一
一
一
口
は
こ
の
よ
う
な
立
場
に
立
っ
て
の
も
の
で
あ
る
が
、
規
約
四
条
を
党
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
き
た
多
く
の
労
働
組
合
党
員
に

“
と
っ
て
は
ま
さ
に
青
天
の
露
震
で
あ
り
、
こ
の
時
点
で
ゲ
イ
ッ
ケ
ル
発
一
一
一
一
口
を
支
持
す
る
党
員
は
ま
だ
少
な
か
っ
た
・

労
こ
の
時
期
労
働
党
内
で
は
、
’
九
三
○
年
代
末
か
ら
戦
時
中
に
か
け
て
影
響
力
を
広
げ
て
い
た
ケ
イ
ン
ズ
理
論
が
、
ア
ト
リ
ー
内
閣
の

1５



こ
の
よ
う
に
、
こ
の
時
点
で
、
多
数
派
で
あ
る
主
流
右
派
の
社
会
主
稚
観
の
変
化
を
通
し
て
労
働
党
の
社
会
主
義
肌
に
一
定
の
変
化
が

あ
っ
た
こ
と
は
間
述
い
な
い
が
、
ま
だ
決
定
的
な
変
化
が
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
を
み
て
み
る
と
、
ア
ト
リ
ー
内
閣

が
実
施
し
た
完
全
凧
川
政
策
や
社
会
保
障
政
策
に
よ
っ
て
失
業
者
が
城
少
し
、
所
得
烙
差
が
縮
小
し
て
い
る
。
労
働
糾
合
が
亜
要
な
社
会

勢
力
と
し
て
認
知
さ
れ
、
搾
取
も
緩
和
さ
れ
て
い
る
。
産
業
国
、
化
政
鞭
に
よ
っ
て
不
十
分
な
が
ら
「
公
共
性
」
が
経
済
政
簸
の
城
訓
と

な
り
、
競
争
至
上
主
義
が
後
退
し
た
。
総
じ
て
、
国
民
生
活
を
「
偏
り
随
か
ら
蕊
場
ま
で
」
保
障
し
よ
う
と
い
う
の
は
、
卿
山
主
我
段
階

の
イ
ギ
リ
ス
で
は
も
と
よ
り
、
三
○
年
代
の
イ
ギ
リ
ス
で
も
到
底
予
測
で
き
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
社
会
の
重
大
な
変
化
で
あ
る
。

自
ら
「
現
代
の
べ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
な
る
」
こ
と
を
誇
り
と
し
た
ク
ロ
ス
ラ
ン
ド
は
、
一
九
世
紀
社
会
と
本
質
的
に
異
な
る
現
代
社
会

の
状
態
を
ふ
ま
え
て
、
資
本
主
義
経
済
が
必
然
と
す
る
恐
慌
、
失
業
、
貧
附
な
ど
の
問
題
は
い
ま
や
大
き
く
変
容
し
て
い
る
、
現
代
の
経

済
を
適
切
に
迎
営
す
れ
ば
イ
ン
フ
レ
な
し
に
社
会
桶
祉
政
策
を
安
定
的
に
拡
大
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
、
ケ
イ
ン
ズ
主
義
的
薇
皿
の
も

と
で
の
経
済
の
発
展
が
社
会
隔
祉
を
充
実
さ
せ
、
「
階
級
の
な
い
社
会
」
の
災
現
を
可
能
に
す
る
と
説
い
た
が
、
こ
の
見
解
に
従
え
ば
、

一
定
嘘
度
隔
祉
を
実
現
し
た
イ
ギ
リ
ス
社
会
は
い
ま
や
社
会
主
義
（
の
初
期
段
階
）
社
会
で
あ
る
と
規
定
し
て
も
お
か
し
く
な
い
。
ク
ロ

経
験
を
経
て
い
っ
そ
う
文
侍
者
を
端
や
し
て
い
た
。
か
っ
て
マ
ル
ク
ス
主
義
の
立
場
に
立
っ
て
論
陣
を
張
っ
た
こ
と
の
あ
る
ジ
ョ
ン
・
ス

６

ト
レ
ィ
ー
ァ
ィ
な
ど
も
、
ケ
イ
ン
ズ
理
論
を
臓
極
的
に
評
価
す
る
立
場
に
変
わ
っ
て
い
た
。
党
の
指
導
者
達
は
、
政
椛
を
担
っ
た
経
験
を
池

じ
て
、
価
烙
機
構
を
重
視
し
な
い
経
済
述
営
が
い
か
に
非
能
率
で
生
産
性
を
停
滞
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
か
を
揃
切
に
学
ん
で
い
た
。
一
九

四
九
年
の
選
挙
綱
倣
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
競
争
の
砿
要
性
が
見
直
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
初
期
の
フ
ェ
ビ
ァ

ン
協
会
の
理
論
家
た
ち
は
、
競
争
を
諸
怨
の
根
源
と
し
て
激
し
く
非
難
し
た
。
そ
し
て
、
競
争
を
排
除
す
る
た
め
に
産
業
の
公
有
化
や
経

済
に
対
す
る
公
共
的
統
制
を
提
起
し
た
。
し
か
し
、
実
際
の
経
済
述
営
を
通
じ
て
競
争
に
対
す
る
考
え
方
が
次
第
に
変
っ
て
き
た
の
で
あ

フ
０
。



労働党社会主義の変容

左
派
は
、
産
業
国
有
化
を
何
よ
り
も
軍
祝
し
た
。
例
え
ば
、
Ｇ
・
，
。
Ｈ
・
コ
ー
ル
は
、
ア
ト
リ
ー
内
閣
の
努
力
に
よ
っ
て
福
祉
国
家

が
実
現
し
た
こ
と
は
評
価
す
る
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
に
は
大
土
地
所
有
者
、
大
投
資
家
で
あ
る
貸
族
階
級
や
金
融
・
商
工
資
本
家
、
高

級
管
理
職
な
ど
か
ら
な
る
上
流
階
級
、
技
術
者
、
専
門
職
、
口
営
業
な
ど
の
巾
醗
階
級
、
そ
れ
に
労
働
者
階
級
と
い
う
階
級
対
立
が
依
然

と
し
て
あ
り
、
生
産
手
段
の
公
有
化
と
い
う
課
題
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
。
生
産
手
段
を
公
有
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
議
会
は
確
業

を
統
制
す
る
力
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
「
悔
似
的
回
家
独
占
」
に
過
ぎ
な
い
ア
ト
リ
ー
内
閣
型
の
公
何
化
で
は
な
く
、
典
に

公
共
的
統
制
を
可
能
に
す
る
公
有
化
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
の
よ
う
に
化
噸
手
段
の
公
行
化
を
於
邸
に
し
て
社
会
主
茂
を
と
ら

え
る
マ
ル
ク
ス
主
義
荷
に
と
っ
て
は
、
桶
祉
国
家
的
イ
ギ
リ
ス
は
勿
論
社
会
主
義
社
会
で
は
な
い
。
Ｐ
，
Ｍ
・
ス
ウ
ィ
ー
ジ
ー
は
「
英
田

経
済
は
人
体
に
お
い
て
公
営
部
分
が
七
分
の
一
、
私
営
部
分
が
七
分
の
六
で
あ
り
、
そ
の
性
烙
か
ら
い
え
ば
旺
倒
的
に
資
本
主
義
的
で
あ

る
。
…
…
呪
在
の
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
制
皮
を
い
か
に
呼
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
…
…
恐
ら
く
も
っ
と
も
安
全
な
道
は
イ
ギ
リ
ス
を
今
な
お

資
本
主
義
と
呼
ぶ
こ
と
で
あ
る
」
と
い
い
、
ジ
ョ
ン
・
イ
ー
ト
ン
は
「
労
働
党
内
閣
の
お
こ
な
っ
た
国
有
化
は
社
会
主
義
の
分
割
払
い
で

は
な
く
て
、
支
配
的
資
本
家
が
い
か
に
そ
の
目
的
達
成
の
た
め
に
国
有
化
を
川
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は

（
２
）

社
会
主
義
で
は
な
く
て
国
家
資
本
主
義
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
独
占
資
本
が
国
家
を
握
っ
て
い
れ
ば
、
国
有
化
さ
れ
た
部
門
は
結

局
独
占
資
本
に
奉
仕
す
る
と
い
う
論
法
で
あ
る
。

（
１
）
閃
嘉
彦
前
掲
書
、
三
四
六
ペ
ー
ジ
。

７

（
２
）
山
本
政
一
『
図
汀
化
企
業
論
」
（
千
倉
鉱
山
一
瞬
、
昭
和
四
七
年
刊
）
一
五
一
～
一
五
一
一
ペ
ー
ジ
。

論
者
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ス
ラ
ン
ド
は
右
派
に
大
き
な
理
論
的
影
響
を
与
え
た
が
、
そ
の
右
派
も
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
国
家
を
楠
祉
国
家
と
は
呼
ん
で
も
社
会
主
義
国

家
と
は
呼
ば
な
か
っ
た
。
生
廠
手
段
の
国
有
化
を
社
会
主
義
の
於
準
に
し
な
い
巷
え
は
次
第
に
広
が
っ
て
い
た
が
、
そ
こ
ま
で
明
言
す
る
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労働党社会主義の変容

「
社
会
主
義
は
、
生
産
手
段
を
所
有
し
、
ま
た
は
管
理
す
る
少
数
者
に
依
存
す
る
こ
と
か
ら
人
々
を
解
放
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

社
会
主
義
は
経
済
力
を
全
体
と
し
て
人
民
の
手
に
お
き
、
自
由
な
人
々
が
平
等
な
資
格
で
共
に
働
く
社
会
を
作
り
出
す
こ
と
を
目
的
と
す

肋
一
一
一
一
口
（
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）
と
助
成
（
合
理
化
計
画
や
再
編
成
計
画
に
必
要
な
資
金
の
融
資
や
出
資
）
を
業
務
と
し
た
が
、
貿
易
収
支
の

改
善
、
研
究
開
発
、
新
設
備
導
入
の
た
め
に
積
極
的
に
活
動
し
た
。

こ
の
よ
う
に
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
当
面
の
、
そ
し
て
巾
・
長
期
的
な
経
済
問
題
へ
の
対
応
に
努
め
た
が
、
そ
れ
は
資
本
主
義
を
前
提
に
し

て
公
が
私
に
介
入
す
る
混
合
綴
済
型
政
簸
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
労
働
党
が
進
め
て
き
た
公
有
化
を
拡
大
し
て
資
本
主
義
を
変
鉱
す
る
と

い
う
路
線
と
は
異
っ
て
い
る
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
椛
が
、
ポ
ン
ド
危
機
打
開
策
の
一
環
と
し
て
導
入
し
た
所
得
政
策
も
同
じ
よ
う
に
混
合
経

済
型
の
政
策
で
あ
っ
た
。
所
得
政
策
は
、
ブ
ラ
ウ
ン
経
済
問
題
相
の
「
生
産
性
・
物
価
。
お
よ
び
所
得
に
関
す
る
宣
言
」
に
労
使
双
刀
が

合
意
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
こ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
産
業
連
盟
、
労
働
組
合
会
議
、
政
府
の
三
者
が
イ
ギ
リ
ス
経
済
を
現

代
化
す
る
た
め
に
協
力
し
あ
う
こ
と
、
そ
の
た
め
に
物
価
と
す
べ
て
の
所
得
の
蝋
加
を
生
産
性
上
昇
の
範
囲
内
に
と
ど
め
る
こ
と
を
宣
言

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
宣
言
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
全
国
物
価
所
得
評
議
会
は
、
労
使
に
た
い
し
て
所
得
上
昇
を
一
定
の
範
川
内
に

押
さ
え
る
よ
う
呼
び
か
け
た
。
さ
き
に
述
べ
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
プ
ラ
ン
は
こ
の
よ
う
な
協
調
体
制
下
の
経
済
戦
略
で
あ
る
が
、
政
府
が
労

使
に
協
力
を
要
請
す
る
と
い
う
や
り
方
は
資
本
主
義
的
生
廠
関
係
の
維
持
・
存
続
を
前
提
に
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
旧
来
の
資
本
主
義
の

変
砧
と
い
う
労
働
党
路
線
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
路
線
上
の
変
化
は
、
国
際
的
な
社
会
民
主
主
義
連
動
の
上
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
一
九
五
一
年
に
社

（
１
）

会
民
主
主
義
者
の
国
際
組
織
で
あ
る
社
会
主
義
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
が
創
設
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
創
立
冑
一
一
一
一
一
口
（
『
民
主
的
社
会
主
義

の
目
標
と
任
務
」
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
宣
言
と
呼
ば
れ
る
）
に
は
、
ま
だ
戦
前
の
社
会
民
主
主
義
路
線
が
色
濃
く
残
っ
て
い
る
。
た
と
え

の
目
標
と
任
務
」
、
フ
ラ
ン
ク
う

ば
つ
ぎ
の
章
句
が
そ
れ
で
あ
る
。
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「
社
会
主
義
的
計
画
は
全
生
産
手
段
の
公
有
化
を
予
想
し
な
い
。
そ
れ
は
亜
喫
な
部
門
、
た
と
え
ば
、
腿
業
、
手
工
業
、
小
売
業
、
中

小
廠
業
な
ど
に
お
け
る
私
的
所
有
の
存
征
と
両
立
す
る
」

み
ら
れ
る
と
お
り
、
「
目
川
な
人
氏
が
平
等
な
資
格
で
共
に
働
く
社
会
を
作
る
こ
と
」
を
目
的
と
す
る
社
会
主
我
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
の
川
立
》
Ⅱ
一
言
は
、
①
工
業
の
主
要
な
生
雌
手
段
は
公
有
化
す
る
、
②
社
会
主
義
的
計
画
経
済
を
行
い
民
主
的
に
管
理
す
る
、
③
生
産
の

結
果
を
公
平
に
分
配
す
る
、
な
ど
の
諸
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
参
加
に
つ
い
て
も
「
同
じ
一
つ
の
目
的
」

の
た
め
に
努
力
す
る
と
い
う
条
件
付
き
で
認
め
て
い
る
。
前
に
見
た
戦
前
の
社
会
民
主
主
義
路
線
の
直
接
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
い
っ
て

「
社
会
主
義
者
は
彼
ら
の
信
念
を
マ
ル
ク
ス
主
義
的
雄
礎
の
上
に
お
く
か
、
あ
る
い
は
社
会
分
析
の
他
の
力
法
に
お
く
か
を
問
わ
ず
、

ま
た
そ
の
億
本
す
る
も
の
が
宗
教
的
な
も
の
で
も
人
道
主
義
的
な
も
の
で
も
、
す
べ
て
同
じ
一
つ
の
目
的
、
す
な
わ
ち
、
社
会
正
義
、
よ

り
良
き
生
活
、
自
山
と
世
界
の
平
和
の
体
系
の
た
め
に
努
力
す
る
。
」

「
社
会
主
義
は
資
本
主
義
を
公
共
の
利
縦
が
私
的
利
潤
の
利
害
に
優
先
す
る
よ
う
な
制
度
に
お
き
か
え
よ
う
と
す
る
。
社
会
主
我
政
策

の
直
接
の
経
済
的
目
的
は
完
全
雁
川
、
よ
り
高
度
の
生
産
、
生
活
水
準
の
向
上
、
社
会
保
障
お
よ
び
収
入
と
財
産
の
公
平
な
分
配
で
あ
る
。
」

「
こ
れ
ら
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
生
箙
は
釛
労
大
衆
の
利
硫
の
た
め
に
計
画
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
計
凹
は
少

数
の
手
に
経
済
力
が
集
中
す
る
こ
と
と
両
立
し
な
い
。
そ
れ
は
経
済
の
効
果
的
な
民
主
的
管
理
を
必
要
と
す
る
。
」

「
公
有
化
は
現
存
の
私
企
業
の
国
有
化
、
新
し
い
公
共
事
業
、
那
巾
ま
た
は
地
力
の
企
業
、
洲
賀
者
ま
た
は
生
産
者
の
協
同
糾
合
の
川

設
な
ど
の
形
態
を
と
り
う
る
。
」

よ
い
。

る
。
」と
こ
ろ
が
、
’
九
五
○
年
代
後
半
に
な
る
と
、
国
際
的
な
社
会
民
主
主
義
迎
動
の
な
か
に
は
公
有
化
を
杣
に
据
え
な
い
考
え
が
次
第
に
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ｿj働党社会主義の変容
強
く
な
る
。
一
九
五
九
年
に
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
が
採
択
し
た
パ
ー
ト
・
ゴ
ー
デ
ス
ベ
ル
ク
綱
領
が
そ
の
代
表
例
で
あ
る
。

こ
の
綱
航
は
、
は
じ
め
の
と
こ
ろ
で
、
ま
ず
社
会
主
義
者
が
め
ざ
す
社
会
に
つ
い
て
、
「
す
べ
て
の
人
々
が
白
山
に
人
格
を
発
展
さ
せ
、

社
会
の
何
川
な
成
員
と
し
て
人
斌
の
政
治
的
、
経
済
的
、
文
化
的
生
活
に
責
任
を
持
っ
て
協
力
す
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
で
あ
る
」
と
規

定
す
る
。
つ
い
で
「
社
会
主
義
理
念
の
基
本
価
値
」
と
し
て
自
由
、
公
正
、
連
帯
を
あ
げ
、
「
社
会
民
主
党
は
こ
の
基
本
価
値
を
精
神
と

す
る
生
活
秩
序
を
追
求
す
る
。
目
川
と
公
正
を
勝
ち
取
り
、
維
持
し
、
そ
の
な
か
で
自
ら
を
実
現
す
る
こ
と
ｌ
こ
の
永
遠
の
課
越
こ
そ
社

会
主
義
で
あ
る
」
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
社
会
主
義
の
基
本
価
値
を
示
し
、
そ
の
実
現
を
社
会
主
義
者
の
任
務
に
す
る
と
い
う
の
が
こ

の
綱
緬
の
注
目
す
べ
き
第
一
の
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
は
生
産
手
段
の
公
有
化
を
社
会
主
義
の
基
準
に
し
な
い
考
え
で
あ
る
。

第
二
の
特
徴
は
、
そ
の
国
家
論
で
あ
る
。
綱
伽
は
、
ま
ず
「
人
間
の
生
命
、
尊
厳
お
よ
び
良
心
は
、
国
家
に
優
先
す
る
。
す
べ
て
の
市

民
は
共
に
生
き
て
い
る
人
々
の
信
念
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
前
置
き
し
た
上
で
、
「
国
家
は
信
仰
と
良
心
の
凹
山
を
保
障
す

る
義
務
を
負
う
。
国
家
は
個
人
が
自
由
な
自
己
責
任
と
社
会
的
義
務
に
雄
づ
い
て
自
ら
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
前
提
と
な
る
条
件
を
創
出

す
べ
き
で
あ
る
」
と
国
家
の
果
た
す
べ
き
全
体
的
役
割
を
規
定
す
る
。
そ
し
て
、
と
く
に
「
社
会
同
家
と
し
て
の
国
家
」
お
よ
び
「
文
化

国
家
と
し
て
の
国
家
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
社
会
国
家
と
し
て
の
国
家
は
、
各
人
が
口
ら
の
責
任
に
蕊

づ
い
て
自
己
決
定
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
か
つ
ま
た
自
由
な
社
会
の
発
展
を
促
進
す
る
た
め
、
市
民
の
生
活
に
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
」

「
文
化
国
家
は
そ
の
内
容
を
社
会
の
勢
力
か
ら
摂
取
し
、
人
間
の
創
造
的
精
神
の
た
め
に
奉
仕
す
る
。
」

こ
の
よ
う
な
、
国
民
に
配
慮
し
、
国
民
に
奉
仕
す
る
国
家
を
い
っ
た
い
誰
が
作
る
の
か
。
そ
こ
で
綱
頒
は
、
「
全
国
民
が
目
川
な
自
己

決
定
に
よ
っ
て
国
家
と
社
会
の
内
容
と
形
態
を
つ
く
り
出
す
」
と
い
う
。
そ
し
て
、
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
は
、
「
民
主
的
社
会
主
義
の
基

本
要
求
に
基
づ
い
て
国
家
と
社
会
を
形
成
す
る
た
め
に
、
他
の
民
主
的
諸
政
党
と
対
等
の
立
場
で
競
争
し
つ
つ
、
国
民
の
多
数
を
腱
得
し

よ
う
と
す
る
」
と
、
国
家
と
社
会
づ
く
り
に
お
け
る
自
ら
の
役
割
を
明
確
に
し
て
い
る
。
国
民
が
国
家
を
作
る
上
で
何
よ
り
も
必
要
な
の
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は
民
主
主
我
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
社
会
民
主
党
は
、
「
民
主
主
義
を
擁
遡
」
し
、
国
家
椛
力
が
「
国
民
に
狄
礎
を
世
く
」
こ
と
を
口
党

し
、
国
民
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
「
政
府
と
野
党
は
同
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
代
務
を
持
っ
て
お
り
、
両
者
と
も
国
家
に
対
し
て
武
柾
を
負
う
」

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
。
こ
れ
は
階
級
国
家
論
の
川
雌
な
否
定
で
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
主
義
と
の
決
別
で
あ
る
。

第
三
の
注
目
す
べ
き
点
は
、
「
経
済
秩
序
」
に
つ
い
て
の
考
え
方
で
あ
る
。
冒
珈
で
「
社
会
瓜
主
主
義
の
経
済
政
策
の
Ⅱ
標
は
、
桶
祉

の
不
断
の
向
上
、
万
人
の
国
民
経
済
の
成
果
へ
の
公
正
な
参
加
、
非
人
間
的
隷
偶
や
搾
取
の
な
い
自
山
な
生
活
で
あ
る
」
と
払
水
的
な
考

え
刀
を
述
べ
た
後
、
こ
こ
が
こ
の
綱
伽
の
も
っ
と
も
砿
要
な
個
所
で
あ
る
が
、
「
競
争
か
計
画
」
か
と
い
う
股
大
の
争
点
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
自
川
な
洲
費
選
択
と
目
川
な
職
業
選
択
と
は
、
社
会
腿
主
主
義
的
経
済
政
簸
の
決
定
的
な
於
礎
で
あ
り
、
自
川

な
競
争
と
企
業
の
自
由
な
創
意
は
、
そ
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
賃
金
協
約
締
結
時
の
彼
川
者
団
体
と
雇
川
者
団
体
の
自
立
性
は
、
自
山

な
秩
序
の
本
質
的
な
構
成
要
素
で
あ
る
。
全
体
主
義
的
な
統
制
経
済
は
自
由
を
破
壊
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
社
会
民
主
党
は
、
い
つ
も
実
際
に

競
争
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
自
由
市
場
を
肯
定
す
る
。
し
か
し
、
市
場
が
個
人
や
集
団
の
支
配
下
に
陥
る
場
合
に
は
、
経
済
に
お

け
る
自
川
を
縦
櫛
す
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
擶
憧
が
必
繋
と
な
る
．
可
能
な
順
り
の
競
争
を
ｌ
必
蝶
な
限
り
の
計
画
を
！
」
．
当
時

の
ソ
皿
・
來
欧
を
念
頭
に
お
い
て
、
「
全
体
主
投
的
な
統
制
経
済
は
、
自
川
を
肢
域
す
る
」
と
断
じ
た
う
え
で
、
向
山
市
場
（
Ⅱ
資
本
主

我
的
市
場
経
済
）
を
明
確
に
肯
定
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
競
争
」
が
主
で
あ
り
、
「
計
画
」
は
従
で
あ
る
。
「
生
産
手
段
の
私
的
所
行
は
、

公
服
な
社
会
秩
序
の
建
設
を
妨
げ
な
い
限
り
、
保
誕
、
奨
励
さ
れ
る
椛
利
が
あ
」
り
、
「
経
済
の
椛
力
濫
川
」
は
、
投
資
の
コ
ン
ト
、
１

ル
や
市
場
支
配
力
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
ど
「
効
果
的
な
公
的
規
制
に
よ
っ
て
防
止
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。
な
お
、
こ
の
綱
価
は
、

禰
祉
向
上
の
た
め
に
「
均
衡
の
と
れ
た
経
済
発
股
」
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
い
る
。
「
す
べ
て
の
人
が
桶
祉
の
向
上
を
享

受
す
る
た
め
に
は
、
均
衡
の
と
れ
た
経
済
発
股
が
達
成
さ
れ
る
よ
う
、
締
済
は
不
断
の
柵
造
変
化
に
計
画
的
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な

受
す
る
た
め
に
は
、
均
衡
、

（
２
）

這
り
な
い
」
と
の
べ
て
い
る
。
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労働党社会主義の変容

パ
ー
ト
・
ゴ
ー
デ
ス
ベ
ル
ク
綱
倣
的
路
線
は
一
準
に
は
定
荷
し
な
か
っ
た
。
左
派
の
激
し
い
反
撃
に
適
っ
た
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
で

は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
路
線
に
対
し
て
労
働
組
合
と
左
派
の
攻
勢
が
強
ま
っ
た
。
’
九
六
六
年
七
月
の
総
選
挙
で
大
勝
し
た
労
働
党
の
政
椛
は
、

再
燃
し
た
ポ
ン
ド
危
機
へ
の
緊
急
対
応
策
と
し
て
労
組
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
賃
金
凍
結
と
公
共
支
出
の
削
減
を
発
表
し

た
。
さ
ら
に
労
組
側
が
反
対
し
て
い
た
所
得
政
簸
の
法
制
化
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
と
労
働
組
合
と
の
協
力
関
係
に

大
き
な
岻
裂
が
生
じ
、
対
立
が
深
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
六
八
年
の
Ｔ
Ｕ
Ｃ
大
会
は
、
八
八
％
の
賛
成
で
所
得
政
策
抓
否
の
決
識
案
を

採
択
し
た
。
党
大
会
も
こ
れ
を
支
持
し
た
。
先
鋭
化
し
た
労
組
党
員
と
議
会
内
左
派
が
大
会
を
制
し
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
公
有
化
や

産
業
民
主
主
義
を
重
視
す
る
旧
来
の
社
会
主
義
を
支
持
し
、
国
民
的
利
益
よ
り
階
級
的
利
祐
を
強
調
す
る
立
場
に
立
っ
て
い
た
。
そ
の
後

ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
政
府
が
労
使
紛
争
に
介
入
で
き
る
権
限
を
認
め
た
白
書
「
争
い
に
代
え
て
」
を
発
表
し
た
が
、
閣
僚
を
含
む
党
内
の
圧

倒
的
反
対
に
よ
っ
て
立
法
化
に
失
敗
し
た
。
党
首
が
、
労
働
組
合
と
党
に
敗
北
し
た
の
で
あ
る
。

一
九
七
○
年
代
に
入
る
と
、
党
内
左
派
の
力
が
ま
す
ま
す
優
勢
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
、
一
九
七
三
年
、
党
首
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
反
対
を
押

し
切
っ
て
急
進
的
な
社
会
主
義
綱
領
（
『
社
会
主
義
へ
の
民
主
主
義
的
転
換
を
可
能
に
す
る
戦
略
』
）
を
採
択
し
た
。
こ
れ
は
、
①
国
家
持

社
会
主
義
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
な
か
で
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
の
占
め
る
比
重
は
大
き
い
。
ゴ
ー
デ
ス
ベ
ル
ク
綱
航
は
社
会
民
主
主

義
運
動
の
新
し
い
展
開
と
し
て
注
目
を
浴
び
、
内
外
の
社
会
主
義
連
動
に
強
烈
な
理
論
的
・
実
践
的
影
響
を
与
え
た
が
、
現
代
化
政
策
に

み
ら
れ
る
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
考
え
方
は
こ
の
綱
傾
と
基
本
的
に
同
じ
次
元
の
も
の
と
い
え
よ
う
。

（
１
）
中
村
菊
男
「
現
代
思
想
と
し
て
の
民
主
社
会
主
義
」
（
有
信
堂
、
Ｍ
和
三
六
年
刊
）
一
一
ペ
ー
ジ
以
下
。

（
２
）
永
井
清
彦
編
箸
「
わ
れ
わ
れ
の
望
む
も
の
』
（
現
代
の
理
論
社
、
一
九
九
○
年
刊
）
一
二
ペ
ー
ジ
以
下
。

[Ｖ］

左
派
の
反
撃
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ち
株
会
社
で
あ
る
国
家
企
業
庁
を
創
設
し
、
穣
極
的
な
産
業
戦
略
を
推
進
す
る
、
②
政
府
と
民
間
有
力
企
業
と
の
間
で
計
画
化
協
定
を
結

び
、
投
資
、
開
発
、
価
格
な
ど
提
供
さ
れ
た
愉
報
に
雄
づ
き
全
体
計
凹
を
作
成
、
市
場
経
済
を
漸
次
国
家
の
計
画
シ
ス
テ
ム
に
組
み
入
れ

る
、
③
金
融
機
関
、
北
海
汕
川
な
ど
戦
略
的
地
位
を
占
め
る
二
孤
社
を
接
収
し
、
こ
れ
を
公
営
企
業
と
し
て
育
成
、
計
画
化
批
巡
の
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
・
セ
ク
タ
ー
と
す
る
、
④
産
業
民
主
主
義
を
導
入
し
、
労
働
者
の
経
営
参
加
を
災
現
す
る
、
の
四
水
柱
か
ら
な
っ
て
お
り
、
市

場
の
競
争
関
係
を
基
調
と
す
る
混
合
経
済
を
計
画
重
視
の
混
合
経
済
、
さ
ら
に
は
生
産
手
段
の
公
有
と
計
画
経
済
か
ら
な
る
社
会
主
義
経

（
１
）

済
に
変
輪
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

一
九
七
四
年
、
第
二
次
ウ
ィ
ル
ソ
ン
内
閣
が
成
立
し
た
。
経
済
が
持
続
的
に
成
長
し
て
い
る
時
に
は
ケ
イ
ン
ズ
主
義
的
管
肌
に
よ
っ
て

完
全
雇
用
や
社
会
保
障
の
拡
充
を
計
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
石
油
危
機
に
よ
っ
て
加
速
さ
れ
た
イ
ン
フ
レ
、
再
燃
し
た
ポ
ン

ド
危
機
と
国
際
収
支
の
い
っ
そ
う
の
悪
化
、
引
き
続
く
不
況
と
失
業
者
の
増
大
と
い
う
よ
う
な
き
び
し
い
情
勢
の
も
と
で
は
、
労
働
組
合

の
協
力
を
得
な
け
れ
ば
危
機
か
ら
の
脱
出
は
難
し
い
。
そ
の
た
め
に
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
は
労
組
と
社
会
契
約
を
締
結
し
た
が
、
こ
れ
は
、

所
得
政
策
だ
け
で
な
く
一
九
七
三
年
綱
傾
で
提
起
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
経
済
戦
略
を
包
含
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
国
家
企
業

庁
の
創
設
、
計
画
化
協
定
、
戦
略
的
産
業
の
国
有
化
で
あ
る
。
し
か
し
、
社
会
契
約
は
結
局
は
破
綻
し
た
。
公
共
支
出
の
削
減
を
め
ぐ
っ

て
政
労
の
意
見
が
対
立
し
、
合
意
を
み
な
い
ま
ま
政
府
が
一
方
的
に
実
施
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
か
ら
両
者
の
信
頼
関
係
に
ひ
び
が
入
り
、

一
九
七
八
年
秋
、
Ｔ
Ｕ
Ｃ
大
会
と
党
大
会
が
所
得
政
策
へ
の
反
対
を
決
議
す
る
に
い
た
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

労
働
党
は
労
働
糾
合
の
政
治
代
表
部
と
し
て
出
発
し
た
。
労
働
組
合
の
利
益
を
峨
巡
す
る
の
が
そ
の
本
来
の
柾
務
で
あ
る
。
し
か
し
、

政
椛
政
党
に
な
っ
て
国
民
経
済
を
迎
営
す
る
こ
と
に
な
る
と
、
そ
の
他
の
階
隔
、
と
り
わ
け
経
営
者
団
体
の
文
持
を
取
り
付
け
る
こ
と
が

必
要
に
な
る
。
所
得
政
莱
や
社
会
契
約
の
よ
う
な
政
労
使
三
者
の
協
調
体
制
、
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
体
制
が
望
ま
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は

こ
の
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
が
成
功
し
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
中
央
の
労
使
双
方
の
統
制
力
が
弱
か
っ
た
こ
と
に
あ
り
、
い
ま
一
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労働党社会主義の変容
っ
は
労
働
党
内
に
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
を
挑
進
す
る
社
会
民
主
主
義
派
（
ウ
ィ
ル
ソ
ン
ら
）
と
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
を
否
定
し
て
七
三
年

綱
領
の
実
現
を
追
求
す
る
社
会
主
義
派
が
あ
り
、
後
者
が
こ
の
時
期
多
数
派
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
に
あ
る
。

ド
イ
ツ
で
も
、
ゴ
ー
デ
ス
ベ
ル
ク
綱
領
に
激
し
く
反
対
す
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
の
青
年
組
織
ユ
ー
ゾ
ー
（
Ｊ

Ｕ
Ｓ
Ｏ
Ⅱ
」
巨
品
の
８
巨
一
⑫
（
の
ロ
）
で
あ
る
。
ユ
ー
ゾ
ー
は
も
と
も
と
党
の
指
令
に
忠
実
な
組
織
で
あ
り
、
ゴ
ー
デ
ス
ベ
ル
ク
綱
領
の
採
択

を
歓
迎
し
た
組
織
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
一
九
六
○
年
代
後
半
世
界
に
吹
き
荒
れ
た
左
翼
（
青
年
）
連
動
の
影
響
を
受
け
て
、
一
九
六
七
年

の
全
国
総
会
を
機
に
母
党
に
大
い
す
る
批
判
勢
力
に
転
じ
た
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
的
新
左
翼
の
影
響
を
受
け
た
彼
ら
は
、
社
会
民

主
主
義
を
沓
定
し
、
社
会
民
主
党
の
国
民
政
党
化
を
非
難
し
た
。
「
資
本
主
義
的
な
生
産
関
係
は
生
産
力
の
完
全
な
発
展
を
阻
害
し
、
そ

れ
は
労
働
の
疎
外
的
性
烙
を
つ
く
り
出
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
資
本
主
義
社
会
の
社
会
主
義
的
改
造
が
必
然
的
に
な
る
」
（
「
政
治
経
済
と
戦

（
２
）

略
に
つ
い
て
の
テ
ー
ゼ
」
）
と
主
張
し
、
下
か
つ
り
の
大
衆
行
動
に
よ
る
社
会
変
革
の
必
要
性
を
訴
え
た
。
一
時
党
内
左
派
と
納
ん
で
社
凪

党
中
央
に
進
出
し
た
ユ
ー
ゾ
は
、
内
部
抗
争
で
次
第
に
力
を
失
っ
た
が
、
一
几
七
孔
年
の
マ
ン
ハ
イ
ム
党
大
会
で
採
択
さ
れ
た
中
川
政
策

綱
傾
『
八
九
年
指
向
綱
倣
』
作
成
に
は
一
定
の
彩
轡
を
与
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
社
会
民
主
主
義
の
新
し
い
展
開
は
イ
ギ
リ
ス
で
も
ド
イ
ツ
で
も
党
内
左
派
の
き
び
し
い
反
対
に
あ
っ
た
。

（
１
）
吉
瀬
征
輔
『
英
国
労
働
党
」
（
窓
祉
刊
、
｜
几
九
七
年
）
、
’
七
～
一
八
ペ
ー
ジ
。
吉
瀬
氏
の
こ
の
好
著
は
、
最
近
の
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
の
諸
事

情
、
特
に
理
論
状
況
を
知
る
う
え
で
大
い
に
有
益
で
あ
る
。
こ
の
稿
を
書
く
に
あ
た
っ
て
参
考
に
し
た
が
、
教
示
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

（
２
）
仲
井
斌
「
西
ド
イ
ツ
の
社
会
民
主
主
義
」
（
岩
波
新
書
、
’
九
七
九
年
刊
）
、
八
一
ペ
ー
ジ
。

九
七
○
年
代
の
終
わ
り
か
ら
八
○
年
代
始
め
に
か
け
て
、
労
働
党
内
で
は
な
お
階
級
闘
争
に
よ
る
社
会
変
革
を
主
張
す
る
社
会
主
義

[Ⅷ

市
場
経
済
論
の
定
着
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派
が
党
迎
営
の
主
導
樅
を
握
っ
て
い
た
。
労
働
党
は
八
三
年
の
総
逃
雛
で
惨
敗
（
得
票
串
二
八
・
三
％
）
し
た
が
、
ト
ニ
ー
・
ベ
ン
ら
股

左
派
は
、
敗
北
し
た
原
川
は
指
導
部
が
社
会
民
主
主
義
路
線
に
Ⅲ
執
し
た
点
に
あ
る
と
し
、
七
三
年
綱
恢
の
堅
持
と
階
級
闘
争
の
い
っ
そ

う
の
強
化
を
訴
え
た
。
し
か
し
左
派
内
部
に
も
、
階
級
闘
争
至
上
主
義
的
態
度
や
国
氏
か
ら
遊
離
し
た
と
こ
ろ
で
も
っ
ぱ
ら
党
内
闘
争
に

帖
力
を
消
椛
す
る
よ
う
な
あ
り
刀
に
対
す
る
反
省
が
う
ま
れ
、
彼
ら
は
、
雌
左
派
と
決
別
し
、
社
会
凪
主
主
義
派
、
中
間
派
と
結
ん
で
ニ
ー

ル
・
キ
ノ
ッ
ク
を
党
甘
と
す
る
新
執
行
部
を
選
川
し
た
。

党
町
処
の
砿
武
を
担
っ
た
キ
ノ
ッ
ク
は
、
ま
ず
手
始
め
に
脚
氏
の
支
持
を
失
う
原
Ｎ
と
な
っ
た
政
策
（
Ｅ
Ｃ
か
ら
の
脱
退
、
ア
メ
リ
カ

の
核
飛
地
の
倣
去
を
含
む
一
方
的
核
廃
棄
）
の
見
直
し
を
行
っ
た
。
ま
た
、
総
選
率
向
け
に
発
表
し
た
経
済
再
生
の
た
め
の
戦
略
弓
道

を
切
り
開
こ
う
、
英
国
の
将
来
の
た
め
の
投
資
」
、
一
九
八
六
年
）
の
な
か
で
、
経
済
を
再
生
さ
せ
る
た
め
に
は
国
家
の
体
系
的
な
計
画

的
な
介
入
が
必
要
で
あ
る
が
、
市
場
経
済
の
効
用
も
正
し
く
認
識
す
べ
き
で
あ
る
、
節
度
を
も
っ
た
市
場
経
済
は
経
済
活
動
の
革
新
を
促

し
、
多
様
性
と
創
造
性
を
も
た
ら
す
、
と
主
張
し
、
従
来
の
国
家
計
画
主
導
の
混
合
経
済
論
を
あ
ら
た
め
て
修
正
し
た
。
し
か
し
、
キ
ノ
ッ

ク
ら
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
党
は
八
七
年
の
総
選
挙
に
大
敗
し
た
。
国
民
は
、
依
然
と
し
て
労
働
党
を
統
治
政
党
に
ふ
さ
わ
し

い
現
実
的
な
政
簸
を
持
つ
政
党
と
し
て
認
知
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

キ
ノ
ッ
ク
は
継
続
し
て
党
略
線
の
社
会
民
主
主
義
化
を
樅
逃
し
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
八
八
年
の
大
会
油
税
で
、
社
会
的
公
正
の
持
続

的
追
求
を
可
能
に
す
る
の
は
経
済
の
繁
栄
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
市
場
経
済
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
同
時

に
、
市
場
の
欠
陥
を
雌
正
す
る
た
め
に
国
家
活
動
も
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
、
を
あ
ら
た
め
て
表
明
し
た
の
で
あ
る
。
「
計
画
か
巾
賜
」
か

と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
「
市
場
」
が
主
で
あ
る
こ
と
を
明
一
一
一
一
ｍ
し
た
の
で
あ
る
。
キ
ノ
ッ
ク
の
も
と
で
経
済
戦
略
を
立
案
し
た
ゴ
ー
ド
ン
・

ブ
ラ
ウ
ン
も
、
ま
ず
自
川
な
経
済
漸
動
を
前
提
に
し
、
そ
の
自
川
な
経
済
祈
助
が
産
業
雌
樅
の
粧
伽
、
研
究
附
発
、
教
育
・
訓
練
、
環
境

保
鞭
の
而
で
聡
路
を
生
じ
る
恐
れ
が
あ
り
、
し
た
が
っ
て
川
氏
経
済
の
持
続
的
発
展
の
た
め
に
国
家
が
支
え
る
必
要
が
あ
る
、
と
国
家
の

2６



労働党社会主義の変容

（
２
）

同
じ
年
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
は
ベ
ル
リ
ン
綱
領
を
策
定
し
た
が
、
そ
の
な
か
で
、
「
民
主
的
な
制
度
の
枠
内
で
は
、
市
場
１
と
競
争
は
不

可
欠
で
あ
る
。
市
場
を
通
し
て
、
限
り
な
い
多
様
性
を
持
つ
経
済
的
諸
決
定
は
、
効
果
的
に
調
整
さ
れ
る
。
」
「
経
済
民
主
主
義
は
企
業
の

創
意
と
業
績
を
必
要
と
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
こ
と
を
承
認
し
、
そ
れ
を
促
進
す
る
。
」
「
業
績
を
め
ぐ
る
競
争
は
消
費
者
と
そ
の
自
由

な
消
費
選
択
に
役
立
つ
。
市
場
は
需
要
と
供
給
を
調
整
す
る
手
段
で
あ
る
。
市
場
は
適
切
な
枠
組
み
の
中
に
組
み
込
ま
れ
れ
ば
、
需
要
と

ほ
ぼ
同
じ
時
期
の
一
九
八
九
年
、
社
会
主
義
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
は
、
『
社
会
主
義
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
雄
本
宣
言
』
（
迦
称
ス

（
１
）

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
宣
一
一
言
）
を
採
択
し
た
が
、
こ
の
宣
言
は
、
市
場
経
済
に
つ
い
て
「
市
場
は
技
術
革
新
を
挑
進
す
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
方
法

と
し
て
、
経
済
全
休
に
わ
た
る
消
費
者
の
欲
求
を
伝
え
る
よ
う
な
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
力
法
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
ま
た
そ

う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
「
民
主
主
義
的
な
社
会
は
、
も
っ
と
も
信
頼
で
き
る
市
場
制
度
の
持
っ
て
い
る
欠
陥
を
雌
脈
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
政
府
は
市
場
の
不
完
全
性
や
、
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
制
御
で
き
な
い
適
川
が
も
た
ら
す
扱
失
を
癒
す
単
な
る
修
川
工
場
と

し
て
機
能
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。
む
し
ろ
国
家
は
国
民
の
利
硫
の
た
め
に
市
場
を
制
御
し
、
労
働
現
場
と
余
暇
時
Ⅲ
と
自
己

啓
発
の
可
能
性
を
高
め
る
た
め
に
拡
大
を
皿
し
て
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
利
撒
を
全
て
の
労
働
者
に
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い

る
。
経
済
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
市
場
制
度
へ
の
信
頼
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
う
え
で
国
民
の
利
益
の
た
め
に
市
場
を
制
御
し
な
け
れ
ば
な

役
割
を
条
件
整
備
に
限
定
す
る
見
解
を
明
ら
か
に
し
た
。

ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
混
合
経
済
論
は
、
生
産
手
段
の
公
有
化
と
経
済
の
計
画
化
を
主
張
す
る
旧
来
の
労
働
党
の
路
線
に
比
べ
る
と
社
会
民
主

主
義
の
新
し
い
展
開
で
あ
っ
た
。
市
場
経
済
を
積
極
的
に
評
価
す
る
キ
ノ
ッ
ク
ら
の
新
し
い
路
線
は
、
混
合
経
済
論
に
比
べ
る
と
社
会
民

主
主
義
の
さ
ら
に
新
し
い
展
開
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
頃
党
内
社
会
主
義
派
は
炭
労
ス
ト
の
敗
北
で
力
を
落
と
し
て
お
り
、
こ
の
新
し
い

展
開
の
妨
げ
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

ろ
。
経
済
シ
ス
テ
ム
レ
苧
し
一

ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
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供
給
を
制
御
す
る
た
め
の
効
率
的
な
手
段
と
な
る
。
…
…
し
か
し
、
市
場
は
完
全
雁
川
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
公
平
な
分
配

を
行
っ
た
り
、
環
境
を
保
謎
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
」
と
述
べ
、
ゴ
ー
デ
ス
ベ
ル
ク
綱
領
と
同
じ
よ
う
に
、
「
可
能
な
限
り
で
競
争
を
１

１
必
要
な
限
り
で
計
画
を
！
」
と
結
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
宣
一
一
一
一
口
も
ベ
ル
リ
ン
綱
領
も
、
キ
ノ
ッ
ク
ら
と
同
じ
よ

う
に
市
場
経
済
を
経
済
の
基
本
的
枠
組
み
と
す
る
立
場
を
と
っ
て
い
る
。

労
働
党
は
、
一
九
九
二
年
の
総
選
挙
に
も
敗
北
し
た
。
す
で
に
路
線
を
見
直
し
、
政
策
（
Ｅ
Ｃ
、
核
）
を
変
更
し
、
国
民
的
支
持
を
得

や
す
い
条
件
を
作
り
上
げ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
敗
北
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
原
因
は
、
産
業
柵
造
の
変
化
に
よ
っ
て
従
来
労
働
党
の

支
持
雅
雛
で
あ
っ
た
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
胸
と
公
的
扶
助
を
受
け
て
い
る
社
会
的
弱
者
が
有
椛
者
の
中
で
少
数
派
に
な
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
こ

の
逃
単
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
有
樅
者
の
過
半
数
を
占
め
る
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
咽
と
技
能
勿
働
者
が
「
労
働
糾
合
の
党
」
と
し
て

の
労
働
党
に
不
信
感
を
持
ち
保
守
党
の
消
極
的
支
持
者
で
あ
る
こ
と
を
続
け
れ
ば
、
労
働
党
に
政
椛
独
得
の
チ
ャ
ン
ス
は
な
い
。
労
働
党

が
識
会
主
義
の
党
と
し
て
過
半
数
の
国
民
の
支
持
を
得
て
政
権
を
独
得
す
る
た
め
に
は
、
労
働
組
合
の
支
持
だ
け
で
は
な
く
、
ウ
ィ
ン
グ

を
広
げ
て
新
中
産
階
級
の
支
持
を
得
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
「
労
働
糾
合
の
党
」
か
ら
「
国
民
の
党
」
に
発
展
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
キ
ノ
ッ
ク
の
あ
と
党
首
に
な
っ
た
ジ
ョ
ン
・
ス
ミ
ス
は
、
そ
う
考
え
て
そ
の
た
め
の
抜
本
的
な
党
改
革
に
乗
り
だ
し
た
。

当
時
、
全
党
員
の
九
○
％
は
団
体
加
盟
の
労
働
組
合
所
属
党
員
で
あ
り
、
党
財
政
の
六
○
％
は
労
働
組
合
が
負
担
し
て
い
た
。
労
働
党

下
院
議
員
の
六
○
％
近
く
は
労
働
組
合
を
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て
お
り
、
ま
さ
に
労
働
組
合
の
党
で
あ
っ
た
。
ス
ミ
ス
は
こ
の
党
を
民
主
主

義
的
な
「
国
民
に
開
か
れ
た
党
」
に
す
る
方
策
と
し
て
、
労
働
組
合
の
ブ
ロ
ッ
ク
投
票
制
の
廃
止
、
．
党
員
一
票
制
」
を
提
起
し
た
。

ス
ミ
ス
は
労
組
の
反
対
を
抑
え
て
熱
心
に
党
改
革
に
取
り
組
ん
だ
が
、
九
四
年
五
月
、
不
幸
に
し
て
急
死
し
た
。
新
聞
は
こ
ぞ
っ
て
「
次

期
総
理
」
の
死
を
悼
ん
だ
が
、
ス
ミ
ス
の
後
を
襲
っ
て
党
首
に
就
柾
し
た
の
が
「
若
さ
」
と
「
清
新
さ
」
で
す
で
に
国
民
的
人
気
を
博
し

て
い
た
ト
ー
ー
ー
・
プ
レ
ア
で
あ
る
。
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プ
レ
ァ
は
、
「
ニ
ュ
ー
・
レ
ー
パ
ー
、
ニ
ュ
ー
・
プ
リ
テ
ン
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
早
速
党
改
革
に
肴
手
し
た
。
九
四
年
大
会
の
党
首

減
税
で
、
「
労
働
党
が
、
大
多
数
の
剛
氏
に
支
持
さ
れ
、
九
七
年
半
ば
ま
で
に
災
施
さ
れ
る
次
期
総
選
挙
に
勝
利
し
て
政
権
に
復
帰
す
る

た
め
に
は
、
党
の
経
済
政
莱
に
た
い
す
る
国
民
の
不
信
を
取
り
除
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
」
り
、
そ
の
た
め
に
党
規
約
川
条
を
一
年
以
内

に
改
定
し
た
い
と
提
案
し
た
の
で
あ
る
。
さ
き
に
の
べ
た
よ
う
に
、
規
約
四
条
は
派
業
国
有
化
に
よ
る
社
会
主
義
路
線
を
硫
疋
し
た
Ⅲ
労

働
党
社
会
主
義
の
基
本
政
策
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
時
点
の
労
働
党
に
と
っ
て
は
も
は
や
死
文
で
あ
る
が
、
改
定
さ
れ
ず
に
残
さ

れ
て
い
た
た
め
に
、
保
守
党
の
「
時
代
遅
れ
の
マ
ル
ク
ス
主
義
」
と
い
う
宣
伝
に
根
拠
を
与
え
、
国
民
か
ら
は
ま
た
ぞ
ろ
国
有
化
騒
ぎ
を

や
ら
れ
た
の
で
は
せ
っ
か
く
落
ち
着
い
て
い
る
経
済
が
混
乱
し
て
し
ま
う
と
非
難
さ
れ
る
。
新
し
い
経
済
政
策
を
打
ち
出
し
て
も
な
か
な

か
信
川
し
て
も
ら
え
な
い
。
「
岐
後
の
救
世
主
」
と
し
て
盃
場
し
た
プ
レ
ァ
が
、
規
約
四
条
改
定
を
党
改
革
の
川
発
点
と
し
た
の
は
そ
の

た
め
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
規
約
四
条
は
依
然
と
し
て
多
く
の
党
且
の
桁
神
的
な
支
え
に
な
っ
て
お
り
、
立
ち
入
る
べ
か
ら
ざ
る
「
聖
域
」

容越
で
あ
っ
た
。
特
に
生
雌
手
段
の
国
何
化
を
社
会
主
義
と
信
じ
て
疑
わ
な
い
左
派
に
と
っ
て
は
、
川
条
は
ま
さ
に
「
心
と
魂
」
で
あ
り
、

縦
「
教
会
の
聖
書
」
に
等
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
プ
レ
ア
は
、
労
働
党
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
す
る
た
め
に
、
そ
し
て
改
定
を
通
し
て
新
し
い

峻
社
会
主
義
を
内
外
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
敢
え
て
こ
の
タ
ブ
ー
に
挑
戦
し
た
の
で
あ
る
。

卜鰔
さ
ら
に
彼
は
、
「
琳
税
、
支
出
、
借
入
れ
、
国
営
化
、
政
府
計
画
」
な
ど
の
一
一
一
口
葉
に
代
表
さ
れ
る
旧
来
の
労
働
党
の
経
済
政
策
の
放
棄

労
を
宙
一
一
一
一
一
ｍ
し
た
。
高
負
担
・
高
文
川
の
「
大
き
な
政
府
」
か
ら
市
場
綴
済
飯
視
の
洲
縦
型
政
府
へ
の
転
換
で
あ
る
。
影
の
蔵
川
ブ
ラ
ウ
ン
も
、

（
１
）
『
現
代
の
理
論
』
（
一
九
八
九
年
一
○
Ｎ
号
所
収
）

（
２
）
水
井
前
胸
稗
一
二
一
ペ
ー
ジ
。

[Ⅶ］

「
ブ
レ
ァ
革
命
」
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経
済
政
策
に
つ
い
て
減
説
し
た
な
か
で
、
「
経
済
の
成
功
と
社
会
正
義
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
「
政
府
と
産
業
界
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
に
基
づ
く
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
市
場
経
済
」
の
創
設
が
必
要
で
あ
る
と
訴
え
た
。
失
業
問
題
の
解
決
も
、
政
府
に
よ
る
救
済
で
は
な
く

「
経
済
成
長
に
よ
る
解
決
」
が
望
ま
し
い
こ
と
を
強
調
し
た
。
社
会
的
公
正
を
実
現
し
、
貧
困
層
を
な
く
す
た
め
に
は
経
済
の
持
続
的
成

長
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
活
力
の
あ
る
市
場
経
済
が
前
提
に
な
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
キ
ノ
ッ
ク
の
時
代
に
確
認
し
た
市
場

経
済
を
ベ
ー
ス
に
し
て
改
革
に
取
り
組
む
と
い
う
考
え
を
さ
ら
に
い
っ
そ
う
鮮
明
に
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
ニ
ュ
ー
・
レ
ー
パ
ー
」
の
社
会
主
義
は
資
本
主
義
と
対
立
す
る
社
会
主
義
で
は
な
い
。
資
本
主
義
の
な
か
で
、
資
本

主
義
を
改
良
し
、
労
働
者
だ
け
で
は
な
く
経
営
者
を
も
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
作
り
あ
げ
て
い
く
社
会
主
我
で
あ
る
。
旧
来
の
労
働
党
は
、

嵩
の
生
産
を
軽
視
し
、
そ
の
配
分
に
関
心
を
集
中
し
た
。
哨
税
に
よ
っ
て
桶
祉
を
充
実
し
、
公
共
支
川
に
よ
っ
て
扉
川
状
態
を
改
善
し
た
。

経
済
成
長
の
成
果
に
よ
っ
て
社
会
的
公
正
を
実
現
す
る
と
い
う
「
ニ
ュ
ー
・
レ
ー
パ
ー
」
路
線
は
、
こ
う
し
た
旧
来
の
労
働
党
の
伝
統
的

な
路
線
か
ら
の
決
定
的
な
転
換
で
あ
る
。
単
に
市
場
経
済
を
認
め
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
市
場
経
済
を
活
性
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
社

会
主
義
の
雅
本
価
値
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
。
そ
こ
に
プ
レ
ア
や
ブ
ラ
ウ
ン
ら
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

九
四
年
の
大
会
で
は
、
規
約
四
条
の
保
持
を
求
め
る
左
派
の
動
議
が
可
決
さ
れ
、
プ
レ
ァ
の
提
案
は
通
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
ね

ば
り
強
い
党
内
へ
の
説
得
活
動
を
続
け
な
が
ら
、
翌
九
五
年
の
年
頭
波
説
で
、
労
働
党
が
ど
の
よ
う
な
社
会
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る

か
を
規
約
で
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
、
規
約
改
定
へ
の
不
退
転
の
決
意
を
あ
ら
た
め
て
表
明
し
た
。
そ
し
て
四
月
に
開
催

さ
れ
た
臨
時
党
大
会
に
お
い
て
、
多
数
の
代
議
員
の
支
持
を
得
て
つ
い
に
改
定
に
成
功
し
た
。
説
得
活
動
が
功
を
奏
し
た
の
で
あ
る
。
大

会
で
採
択
さ
れ
た
四
条
改
正
案
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

「
労
働
党
は
民
主
的
な
社
会
主
義
政
党
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
一
人
一
人
が
可
能
性
を
実
現
す
る
手
段
を
創
造
す
る
た
め
に
、
権
力
、
富
、

機
会
が
少
数
の
人
で
な
く
多
く
の
人
々
の
手
の
中
に
あ
る
社
会
、
わ
れ
わ
れ
が
負
っ
て
い
る
義
務
に
見
合
っ
た
権
利
を
享
受
で
き
る
社
会
、
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選ルのう
卒、一でと
が醜九あす
政い几るる
，Dq4．，EL2．１－｡（、

一
九
几
七
年
（
月
一
日
の
総
選
準
で
、
「
ニ
ュ
ー
・
レ
ー
パ
ー
」
は
大
勝
し
た
。
選
聡
結
果
が
議
員
の
金
銭
疑
惑
、
閣
僚
ス
キ
ャ
ン
ダ

ル
、
醜
い
党
内
の
権
力
闘
争
な
ど
政
策
以
外
の
要
因
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
に

選
挙
が
政
党
の
争
い
と
し
て
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
党
首
個
人
の
人
間
的
魅
力
、
カ
リ
ス
マ
性
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
あ
る
な
し
が
選

単
結
果
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
治
新
さ
、
行
動
力
、
知
性
、
党
改
革
へ
の
熱
意
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で
、
プ
レ
ア
と

述
帯
と
寛
容
と
尊
敬
の
粘
神
の
中
で
、
と
も
に
自
山
に
悪
ら
せ
る
社
会
を
川
造
す
る
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
同
身
の
努
力
に
よ
っ
て
、
わ
れ

わ
れ
は
一
人
で
達
成
す
る
以
上
の
こ
と
を
達
成
す
る
と
、
労
働
党
は
信
じ
る
。
」

み
ら
れ
る
と
お
り
、
改
疋
案
に
は
Ⅲ
四
条
に
あ
っ
た
、
労
働
者
は
「
生
産
、
分
配
、
交
換
手
段
の
国
有
化
、
人
氏
政
府
の
組
織
、
工
業

や
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
管
理
」
の
う
え
に
公
平
な
分
配
を
確
保
で
き
る
と
い
う
い
わ
ゆ
る
国
有
化
条
項
部
分
は
な
い
。
旧
労
働
党
が
柵
い
て
い

た
社
会
主
義
が
名
実
と
も
に
完
全
に
消
去
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
代
え
て
、
新
四
条
で
は
、
現
在
労
働
党
が
火
現
し
よ
う
と
し
て
い

る
社
会
主
我
社
会
が
い
か
な
る
社
会
で
あ
る
か
が
仙
象
的
な
形
で
は
あ
る
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
一
人
一
人
が
可
能
性
を

実
現
」
で
き
る
社
会
で
あ
り
、
公
疋
で
平
等
で
月
Ⅲ
な
社
会
で
あ
る
。
人
々
は
「
述
滞
と
寛
容
と
尊
敬
」
の
精
神
を
も
っ
て
努
力
す
れ
ば
、

目
的
と
す
る
社
会
を
川
造
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
ニ
ュ
ー
・
レ
ー
パ
ー
」
が
目
脂
す
社
会
主
義
社
会
は
公
正
で
目
川
で

平
等
な
社
会
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
向
山
や
公
正
や
平
等
の
炎
現
を
目
指
す
連
動
が
社
会
主
義
迎
助
で
あ
る
。
従
来
の
社
会
主
義
で
は
、

マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
に
灘
か
れ
る
社
会
主
義
の
場
合
は
も
と
よ
り
、
社
会
民
主
主
義
の
場
合
に
も
資
本
主
義
に
代
る
別
の
社
会
・

綿
済
シ
ス
テ
ム
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
「
ニ
ュ
ー
・
レ
ー
パ
ー
」
は
、
資
本
主
義
に
代
る
別
の
社
会
・
経
済
シ
ス
テ
ム
を
想
定
し

（
Ｉ
）

て
い
な
い
。
市
場
経
済
を
ベ
タ
ー
な
経
済
シ
ス
テ
ム
と
し
て
選
択
し
、
そ
こ
で
よ
り
目
川
で
よ
り
平
等
で
よ
り
公
正
な
社
会
を
炎
現
し
よ

う
と
す
る
の
で
あ
る
。
キ
ノ
ッ
ク
が
こ
こ
ろ
ざ
し
、
ス
ミ
ス
が
努
力
し
た
党
改
赦
は
、
こ
う
し
て
プ
レ
ァ
に
よ
っ
て
一
脳
の
達
成
を
見
た
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プ
レ
ァ
を
始
め
と
す
る
「
ニ
ュ
ー
・
レ
ー
パ
ー
」
の
以
上
の
よ
う
な
選
挙
活
動
と
公
約
は
、
新
中
産
階
級
や
経
営
者
層
へ
ウ
イ
ン
グ
を

広
げ
る
た
め
の
単
な
る
選
挙
戦
術
で
は
な
い
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
こ
れ
が
ブ
レ
ア
お
よ
び
「
ニ
ュ
ー
・
レ
ー
パ
ー
」
の
新
し
い
社
会
主

義
路
線
な
の
で
あ
る
。
マ
ス
コ
ミ
は
こ
れ
を
「
プ
レ
ァ
革
命
」
と
呼
ん
だ
。

（
２
）

財
界
人
か
つ
り
も
歓
迎
さ
れ
た
。

「
一
頁
－
．
レ
ー
パ
ー
」
は
選
準
前
か
ら
勝
利
を
約
束
さ
れ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
党
に
対
す
る
世
評
や
党
首
個
人
に
た
い
す
る
評
仙
だ

け
で
勝
敗
が
き
ま
る
わ
け
で
は
な
い
。
肝
心
な
の
は
選
挙
活
動
で
あ
る
。
プ
レ
ァ
は
多
数
派
挫
得
の
た
め
に
奔
走
し
た
。
と
く
に
、
政
権

運
営
に
欠
か
せ
な
い
財
界
の
協
力
を
得
る
た
め
に
英
産
業
連
闇
の
首
脳
と
交
流
し
、
有
力
企
業
の
ト
ッ
プ
と
懇
談
を
重
ね
た
。
積
極
的
に

シ
テ
ィ
に
赴
き
、
「
ニ
ュ
ー
・
レ
ー
パ
ー
」
は
ビ
ジ
ネ
ス
界
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
重
視
す
る
、
増
税
は
行
わ
ず
緊
縮
財
政
と
イ
ン

フ
レ
抑
制
に
努
め
る
、
財
界
と
協
力
し
て
技
術
革
新
を
進
め
る
、
そ
の
た
め
の
教
育
投
資
を
増
火
す
る
、
な
ど
の
公
約
を
訴
え
た
。
英
国

航
空
な
ど
「
民
営
化
」
さ
れ
た
企
業
の
再
国
有
化
を
否
疋
し
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
時
代
の
ス
ト
規
制
法
は
継
承
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
同
時

に
、
保
守
党
が
国
際
競
争
力
を
弱
め
る
と
い
う
剛
山
で
拒
否
し
た
欧
州
社
会
惑
厳
や
肢
貸
制
の
導
入
を
明
言
し
、
川
営
医
旅
制
度
の
改
善

や
保
守
党
が
民
営
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
年
金
制
度
の
現
行
通
り
の
維
持
を
約
束
し
た
。
所
得
税
の
最
低
税
率
を
二
○
％
か
ら
一
○
％
へ

引
き
下
げ
、
ガ
ス
、
電
気
、
水
道
な
ど
民
営
化
さ
れ
た
公
益
企
業
の
超
過
利
潤
に
課
税
し
て
得
た
資
金
を
若
者
の
職
業
訓
練
や
勉
学
の
費

用
に
ま
わ
す
こ
と
を
約
束
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
「
ス
テ
イ
ク
ホ
ー
ル
グ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
を
経
済
政
策
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
精

力
的
な
遊
学
活
動
を
腰
附
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
上
院
改
革
（
世
襲
貨
族
議
員
の
投
票
権
廃
止
）
や
地
力
分
権
（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、

ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
議
会
附
設
）
を
公
約
し
、
水
準
低
下
箸
し
い
初
等
教
育
の
充
突
（
さ
し
あ
た
り
初
・
中
教
育
で
私
立
学
校
へ
の
柵
助
を
停

止
し
浮
い
た
財
源
で
生
徒
数
三
十
人
以
下
の
ク
ラ
ス
を
編
成
）
を
娘
重
点
課
題
と
し
た
。
Ｅ
Ｕ
統
合
に
価
極
的
な
姿
勢
を
示
し
て
Ｅ
Ｕ
議

会
の
多
数
派
で
あ
る
社
会
民
主
主
義
グ
ル
ー
プ
を
喜
ば
せ
た
が
、
こ
れ
は
独
・
仏
な
ど
大
陸
の
統
合
挑
進
派
は
も
と
よ
り
孤
立
を
恐
れ
る
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労(1)党社会主義の変容
（
１
）
こ
の
よ
う
な
社
会
主
義
を
主
張
し
て
い
る
の
は
、
な
に
も
労
働
党
が
始
め
て
で
は
な
い
。
こ
れ
と
同
じ
こ
と
を
、
社
会
主
義
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
は
も
っ
と
早
い
時
期
に
満
一
言
し
て
い
る
。
先
に
紹
介
し
た
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
宣
一
言
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
宣
言
は
、
民
主
的
社
会
主
技
を

「
向
山
と
社
会
的
公
正
と
述
柵
を
め
ざ
す
国
際
的
迎
勁
」
で
あ
る
と
川
定
し
た
う
え
で
、
こ
の
述
効
の
「
Ⅱ
標
は
、
こ
れ
ら
の
船
木
的
価
値
を
商
め

る
こ
と
が
で
き
、
社
会
の
瓜
主
的
枠
馴
み
の
巾
で
側
々
人
が
各
々
の
人
絡
と
才
能
を
十
分
に
発
達
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
人
椛
や
巾

凪
椛
が
保
障
さ
れ
た
意
義
あ
る
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
平
机
な
世
界
の
突
呪
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
向
山
や
公
正
や
述
柵
は
、

｜
瀧
に
全
川
的
に
突
現
で
き
る
と
い
う
性
Ｈ
の
ら
の
で
は
な
い
。
政
沿
や
経
済
や
社
会
の
た
ゆ
み
な
い
民
主
主
義
的
改
破
に
よ
っ
て
一
歩
一
歩
火

現
さ
れ
て
い
く
。
そ
こ
で
、
民
主
的
社
会
主
義
は
「
社
会
と
経
済
の
民
主
化
、
社
会
的
公
正
を
蝋
大
す
る
持
続
的
な
過
碓
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
さ
ら
な
る
自
由
、
さ
ら
な
る
公
正
、
さ
ら
な
る
連
帯
の
実
現
を
目
指
す
い
わ
ば
永
続
的
な
連
動
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
現
代
の
民
主
的
社
会
椛
義
は
、
社
会
主
義
を
生
藤
手
段
の
国
有
化
や
計
画
経
済
と
い
う
よ
う
な
特
定
の
経
済
シ
ス
テ
ム
と
結
び

付
け
る
こ
と
は
し
な
い
。
そ
れ
は
、
さ
き
に
の
べ
た
よ
う
に
社
会
主
義
の
於
本
価
値
で
あ
る
目
山
、
公
正
、
述
帯
、
そ
し
て
平
和
を
火
呪
す
る
持

続
的
な
連
動
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
社
会
主
義
の
基
本
価
値
で
あ
る
向
山
や
公
正
を
実
現
す
る
と
い
っ
て
も
、
国
が
違
い
時
代
が
違
え
ば
実
現
す

る
た
め
の
手
段
は
同
じ
で
は
な
い
。
そ
の
国
の
そ
の
時
の
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
条
件
に
し
た
が
っ
て
最
適
と
思
わ
れ
る
政
策
が
選
択
さ
れ

実
施
さ
れ
る
。
そ
こ
で
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
宣
一
一
一
一
ｍ
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
将
来
に
お
け
る
民
主
的
社
会
主
義
を
め
ざ
す
名
囚
の
た
た
か
い
は
、
政
簸

川
で
の
川
述
と
立
法
階
世
で
の
迎
い
を
示
す
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
は
雌
史
の
迎
い
と
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
の
多
様
性
を
反
映
す
る
で
あ
ろ
う
。
社
会

主
義
は
、
も
は
や
そ
れ
以
上
変
革
も
改
革
も
で
き
ず
、
発
展
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
な
い
、
岐
終
的
で
固
定
さ
れ
た
社
会
の
青
写
真
を
持
つ
な
ど
と

は
主
張
し
な
い
。
民
主
的
な
自
主
決
定
を
め
ざ
す
迎
釛
に
は
、
各
人
と
各
世
代
が
独
自
の
目
標
を
設
定
す
る
以
上
、
常
に
川
適
性
の
た
め
の
余
地

（
２
）
労
働
党
の
ビ
ジ
ネ
ス
向
け
公
約
に
は
、
冒
頭
に
大
き
な
文
字
で
、
三
の
乱
一
一
コ
の
一
℃
、
『
８
【
の
２
月
の
い
い
「
ロ
一
口
目
□
『
。
「
］
一
号
一
の
ｇ
凶
口
の
い
い
の
⑭
と

課
か
れ
て
お
り
、
文
中
に
例
え
ば
つ
ぎ
の
よ
う
な
文
厳
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
弓
の
三
一
一
一
ｇ
－
－
Ｑ
ｍ
ｐ
の
鋲
「
ロ
ロ
「
旨
の
「
⑪
三
つ
且
【
す
ｇ
い
ご
の
朗

８
－
日
□
『
・
く
の
【
す
の
８
ヨ
ロ
の
ご
［
一
く
の
。
Ｂ
⑫
。
（
、
１
［
一
の
ゴ
ー
且
匡
⑫
［
ｑ
［
・
『
［
ゴ
の
い
】
⑪
【
、
の
。
Ｂ
『
望
．
｝
８
ｓ
ロ
、
［
・
『
ロ
の
［
の
『
日
○
三
ｓ
・
公
約
蝸
日
次
は
、

上
か
ら
順
に
、
ヨ
ロ
穴
の
８
口
８
戸
一
・
コ
・
口
『
：
。
】
・
の
『
○
口
の
ｂ
１
．
１
口
・
ロ
『
・
日
。
〔
の
。
⑦
『
⑭
。
３
－
℃
「
ｏ
８
の
１
豆
［
。
『
■
二
・
コ
の
一
つ
・
『
８
【
の

が’よ主

ｲｒ主義
(Ｉ：帳は
すし、
るなも
1－いは
と。や
ＯＩｐＯァ
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駆
け
足
で
は
あ
る
が
、
一
○
○
年
の
歴
史
を
振
り
返
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
民
主
主
義
の
社
会
主
義
観
が
い
か
に
大
き
く
変
容
し
た

か
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
に
つ
い
て
言
え
ば
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
結
党
か
ら
第
二
次
大
戦
後
の
産
業
国
行

化
ま
で
の
間
は
規
約
四
条
型
の
社
会
主
義
で
あ
っ
た
。
こ
の
社
会
主
義
は
、
①
生
産
手
段
、
交
換
手
段
、
分
配
手
段
の
公
有
、
②
比
衆
に

よ
る
各
産
業
、
サ
ー
ビ
ス
の
管
理
と
統
制
、
③
労
働
者
へ
の
勤
労
の
全
成
果
の
分
配
を
実
現
す
る
社
会
主
義
で
あ
っ
た
。
ゲ
ィ
ッ
ヶ
ル
や

ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
時
代
に
な
る
と
、
左
派
は
依
然
と
し
て
四
条
型
社
会
主
義
を
主
張
し
続
け
る
が
、
主
流
右
派
は
ケ
イ
ン
ズ
主
義
的
編
祉
国

家
型
社
会
主
義
に
移
行
す
る
。
資
本
主
義
と
異
な
る
別
の
社
会
・
経
済
シ
ス
テ
ム
の
満
築
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
「
公
」
が
「
私
」
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
資
本
主
義
を
改
良
し
て
い
く
社
会
主
義
で
あ
る
。
一
九
七
○
年
代
後
半
か
ら
八
○
年
代
前
半
は
左
派
優
勢
の
時

代
で
あ
り
、
労
働
党
は
国
民
の
支
持
を
失
い
総
選
挙
に
敗
北
す
る
。
そ
の
後
キ
ノ
ッ
ク
、
ス
ミ
ス
が
党
首
に
な
っ
て
党
改
革
に
取
り
組
み
、

ブ
レ
ア
が
登
場
す
る
に
い
た
っ
て
、
旧
来
の
「
高
偏
祉
・
高
負
担
」
の
西
欧
社
会
民
主
主
義
の
伝
統
に
別
れ
を
告
げ
る
新
し
い
社
会
主
義

観
を
提
示
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
社
会
主
義
は
、
市
場
経
済
を
積
極
的
に
肯
定
し
た
上
で
、
し
た
が
っ
て
労
働
者
だ
け
で
は
な
く
経
営

者
を
も
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
作
り
あ
げ
る
社
会
主
義
で
あ
る
。
こ
の
社
会
主
義
論
の
雄
礎
に
は
、
労
働
条
件
の
改
善
、
社
会
保
障
の
充
尖
、

の
ロ
ｎ
ｏ
の
⑪
の
【
巳
、
コ
ロ
ロ
『
。
『
一
日
ロ
］
の
ワ
ロ
の
ど
の
い
い
の
⑭
。
、
の
（
島
の
ロ
ゴ
の
。
Ｂ
］
。
『
の
Ｑ
【
『
○
日
三
の
一
〔
口
『
の
Ｓ
三
○
『
六
・
②
口
ぐ
の
ｓ
の
圏
国
の
マ
ワ
の
【
○
こ
い
ロ
○
口

。
。
日
の
ロ
ゴ
。
【
す
の
８
仁
の
①
⑭
。
〔
○
ユ
ョ
の
。
⑫
［
『
の
。
日
す
の
。
｛
口
。
】
］
二
『
一
一
〔
の
・
す
の
一
℃
］
○
口
的
の
バ
ョ
。
『
の
。
□
（
。
［
］
曰
苛
・
○
－
８
．
ｐ
ｐ
ｂ
○
一
三
８
．
碩
一
く
の
ロ
ユ
［
，

凰
口
一
の
目
の
「
⑪
ヨ
ロ
ョ
ロ
ロ
『
・
ロ
①
の
一
○
項
か
ら
な
っ
て
い
る
。
一
部
の
新
聞
は
公
約
集
か
ら
伝
統
的
な
社
会
民
主
主
義
的
政
策
は
消
え
て
い
る
と

報
じ
た
が
、
み
ら
れ
る
と
お
り
消
え
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
な
お
、
保
守
党
の
日
田
ロ
○
ｏ
ｚ
の
向
幻
ご
シ
ゴ
く
同
三
レ
ヱ
弓
恩
弓
○
は
、
表

紙
に
く
・
ロ
８
口
○
口
］
］
。
①
の
ロ
『
の
菖
戸
す
う
の
０
．
口
②
の
『
ぐ
目
ぐ
の
い
と
太
書
し
た
う
え
で
、
日
ロ
の
向
日
の
８
１
⑪
の
○
の
日
の
『
○
（
ロ
ロ
『
・
日
な
ど
六
項

に
わ
た
る
公
約
を
柵
げ
て
い
る
。

、］

労
働
党
社
会
主
義
の
変
容
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労伽党社会主義の変容
失
業
問
題
の
解
決
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
市
場
経
済
を
碓
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
達
成
で
き
る
と
い
う
考
え
刀
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
プ
レ
ァ
の
社
会
主
義
は
、
資
本
主
義
が
大
き
く
変
貌
し
た
時
代
の
社
会
主
義
で
あ
り
、
規
約
四
条
狐
社
会
主
雑
の
突
呪
が

夢
と
洲
え
た
時
代
の
社
会
主
義
で
あ
る
。
二
○
世
紀
の
資
本
主
義
社
会
は
、
議
会
制
度
の
確
立
、
於
本
的
人
椛
の
保
障
、
労
働
組
合
連
動

の
発
腰
、
そ
れ
に
伴
う
賃
金
な
ど
労
働
条
件
の
改
善
、
社
会
保
障
の
拡
充
、
教
育
水
準
の
向
上
、
女
性
解
放
の
巡
歴
な
ど
に
よ
っ
て
目
山

主
繊
段
階
の
資
本
主
義
社
会
と
は
比
べ
ら
れ
な
い
く
ら
い
大
き
く
変
貌
し
た
。
そ
の
結
果
、
マ
ル
ク
ス
主
義
的
階
級
闘
争
論
お
よ
び
社
会

主
我
論
は
も
と
よ
り
、
規
約
四
条
皿
社
会
主
我
に
た
い
す
る
労
働
者
の
文
持
は
著
し
く
減
退
し
た
。
ソ
述
型
社
会
主
義
の
雌
残
な
崩
域
は
、

生
旅
手
段
の
共
有
と
経
済
の
計
画
化
に
よ
る
社
会
主
義
へ
の
川
待
が
い
か
に
空
し
い
も
の
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
う
し
て
、
反

川
に
わ
た
っ
て
規
約
四
条
型
社
会
主
義
を
追
求
し
て
き
た
左
翼
社
会
民
主
主
義
者
も
、
計
画
経
済
へ
の
夢
を
総
て
市
場
経
済
を
認
め
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
た
。
す
べ
て
の
社
会
民
主
主
義
者
は
、
い
ま
で
は
社
会
民
主
主
義
の
基
本
価
値
で
あ
る
自
由
、
公
正
、
連
帯
を
災
現
す
る

運
動
を
、
市
場
経
済
の
外
に
で
は
な
く
内
に
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
プ
レ
ァ
の
社
会
主
義
は
、
国
家
財
政
に
依
存
し
て
福
祉
を
向
上
さ
せ
―
雁
川
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
時
代
の
社
会
主

義
で
あ
り
、
「
大
競
争
」
時
代
の
社
会
主
溌
で
あ
る
。
い
ま
、
先
進
諸
川
で
は
「
大
き
な
政
府
」
が
激
し
い
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
、
旧
来
型

の
刑
祉
国
家
は
次
第
に
解
体
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
財
政
危
機
が
深
刻
に
な
れ
ば
、
社
会
民
主
主
茂
政
権
と
い
え
ど
も
「
小
さ
な
政
府
」
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
。
一
几
九
七
年
の
労
働
党
大
会
で
、
プ
レ
ァ
は
桐
祉
制
皮
の
抜
本
的
改
革
に
つ
い
て
演
説
し
、
「
現
代
の
禰
祉
国
家
は
、

受
縦
者
が
国
家
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
受
砧
者
の
職
場
復
帰
を
目
標
に
す
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
、
九
八
年
度
予
算
に
失
業
者
や
身

体
障
害
者
の
職
業
訓
練
費
を
艦
り
込
む
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
こ
れ
は
社
会
保
障
賀
や
医
旅
賀
が
国
家
予
算
の
四
判
を
占
め
る
ま
で

に
膨
張
し
、
国
家
財
政
に
よ
る
雁
川
創
出
と
い
う
川
釆
の
ケ
イ
ン
ズ
的
政
簸
の
災
施
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ

り
、
同
時
に
、
経
済
を
活
性
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
失
業
問
題
を
解
決
す
る
と
い
う
戦
略
の
具
体
化
に
取
り
組
む
こ
と
を
宣
言
し
た
も
の
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で
あ
る
。
世
界
経
済
は
、
「
ポ
ー
ダ
レ
ス
化
」
が
進
む
な
か
で
旧
ソ
連
・
東
欧
諸
国
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
囚
、
さ
ら
に
山
国
な
ど
が
市
場
に

参
入
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
ま
ま
さ
に
「
大
競
争
」
の
時
代
を
迎
え
て
い
る
が
、
市
場
経
済
を
選
択
し
た
労
働
党
政
権
は
、
こ
れ
か
ら
ま

す
ま
す
熾
烈
の
度
を
加
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
の
競
争
の
な
か
で
イ
ギ
リ
ス
経
済
の
持
続
的
成
長
を
計
る
た
め
に
経
済
の
活
性
化
を

い
っ
そ
う
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
経
済
危
機
と
も
な
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
を
維
持
す
る
た
め
に
最
大
限
の
努
力
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
別
の
経
済
シ
ス
テ
ム
で
な
く
、
資
本
主
義
の
枠
組
み
の
な
か
で
向
山
、
公
正
、
連
帯
を
追
求
し
社
会
主
義
を
実
呪
し
よ

う
と
す
る
以
上
、
そ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
プ
レ
ァ
の
社
会
主
義
は
、
大
き
く
変
化
し
た
今
日
の
内
外
怖
勢
に
対
脳
す

る
た
め
に
創
川
さ
れ
た
社
会
民
主
主
義
の
新
し
い
姿
な
の
で
あ
る
。

ブ
レ
ァ
と
フ
ー
ュ
ー
・
レ
ー
パ
ー
」
の
社
会
主
義
観
は
、
旧
規
約
四
条
の
社
会
主
義
観
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で

は
「
ニ
ュ
ー
・
レ
ー
バ
ー
」
は
「
オ
ー
ル
ド
・
レ
ー
パ
ー
」
の
継
承
者
で
は
な
く
、
プ
レ
ァ
は
鬼
子
に
見
え
る
。
し
か
し
、
新
規
約
四
条

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
目
Ⅲ
、
公
正
、
述
滞
を
社
会
主
義
の
価
値
と
し
議
会
制
に
よ
っ
て
そ
れ
を
尖
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
で
は
伝
統

的
社
会
民
主
主
義
を
継
承
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
ま
さ
し
く
嫡
子
で
あ
る
Ｐ
鬼
子
ど
こ
ろ
か
、
労
働
党
を
政
椛
政
党
へ
と
い
う
キ
ノ
ッ

ク
や
ス
ミ
ス
の
遺
志
を
継
ぎ
、
そ
れ
を
立
派
に
達
成
し
た
秀
れ
た
後
継
者
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

市
場
経
済
を
臓
極
的
に
肯
定
し
、
〃
勘
考
と
経
営
折
、
さ
ら
に
広
く
社
会
の
諸
勢
力
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
社
会
主
義
を
作
ろ
う
と
す

れ
ば
、
こ
の
社
会
主
義
は
、
諸
勢
力
の
複
雑
な
利
害
調
整
の
結
果
と
し
て
、
仲
井
斌
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
左
（
オ
ー
ル
ド
・
レ
ー
パ
ー
）

で
も
右
（
サ
ッ
チ
ャ
ー
主
義
）
で
も
な
く
中
道
路
線
的
な
も
の
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
氏
が
一
一
一
一
ｍ
わ
れ
る
よ
う
に

プ
レ
ァ
が
社
会
民
主
主
義
路
線
を
放
棄
し
、
「
第
三
の
道
」
や
「
中
道
主
義
」
を
志
向
し
た
か
ら
で
は
な
く
て
、
そ
れ
こ
そ
が
ブ
レ
ァ
の

新
し
い
社
会
主
義
な
の
で
あ
る
。
こ
の
路
線
は
、
労
働
者
の
利
益
を
よ
り
亜
祝
す
れ
ば
中
道
左
派
路
線
と
な
り
、
経
済
の
危
機
的
情
勢
に

促
迫
さ
れ
て
ビ
ジ
ネ
ス
界
を
よ
り
姻
視
す
れ
ば
中
道
右
派
路
線
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
労
働
者
保
謹
政
策
と
経
済
活
性
化
政
簸
を
同
時
並
行
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労働党社会主義の変容

は
じ
め
の
と
こ
ろ
で
、
労
働
党
の
勝
因
に
つ
い
て
の
新
聞
の
見
出
し
を
列
準
し
て
お
い
た
が
、
た
し
か
に
「
ニ
ュ
ー
・
レ
ー
パ
ー
」
は
、

「
国
有
化
の
放
棄
」
「
完
全
雁
川
・
桶
祉
国
家
な
ど
西
欧
杜
氏
の
伝
統
的
価
値
観
か
ら
の
脱
却
」
「
産
業
界
と
の
協
調
」
な
ど
旧
来
の
祉
会

民
主
主
義
路
線
と
異
な
る
道
を
進
ん
で
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
社
会
民
主
主
義
路
線
の
放
棄
で
は
な
く
て
、
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
今
日

の
状
勢
に
あ
わ
せ
て
新
し
い
社
会
民
主
主
義
路
線
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
こ
の
路
線
は
、
｜
歩
誤
る
と
社
会
主
義
作
り
で

は
な
く
て
財
界
向
け
の
資
本
主
義
作
り
に
堕
す
る
危
険
が
あ
る
。
シ
ェ
ア
ホ
ー
ル
ダ
ー
の
利
益
を
偏
重
し
た
結
果
、
「
ト
ー
リ
ー
・
ブ
レ

ァ
」
の
猪
を
高
め
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
経
済
の
成
長
と
競
争
に
目
を
向
け
る
あ
ま
り
、
労
働
組
合
に
「
自
粛
」
を
求
め
過
ぎ
て

現
在
、
議
会
制
と
市
場
経
済
を
擁
護
す
る
と
い
う
点
で
社
会
民
主
主
義
政
党
は
自
由
民
主
主
義
政
党
と
同
じ
土
俵
の
上
に
立
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
囮
氏
「
総
中
流
」
化
と
呼
ば
れ
る
政
治
状
況
の
巾
で
．
っ
の
国
民
」
の
支
持
を
独
得
す
る
た
め
に
激
し
く
争
っ
て
い
る
。
だ

が
、
財
政
危
機
、
景
気
の
後
退
、
株
価
の
低
迷
、
「
大
競
争
」
時
代
の
到
来
と
い
う
よ
う
な
厳
し
い
経
済
状
況
を
迎
え
る
と
、
社
会
民
主

主
義
政
党
と
自
由
民
主
主
義
政
党
の
政
策
選
択
の
幅
は
い
よ
い
よ
狭
く
な
り
、
政
策
上
の
差
別
化
が
難
し
く
な
る
。
し
か
し
、
保
守
党
の

政
策
が
も
た
ら
し
た
「
金
持
ち
は
よ
り
金
持
ち
に
な
り
、
貧
乏
人
は
よ
り
貧
乏
に
な
っ
た
」
と
い
う
よ
う
な
現
突
が
あ
る
限
り
、
社
会
的

公
正
を
実
現
す
る
た
め
の
労
働
党
の
活
動
の
余
地
は
十
分
に
あ
る
。

的
に
実
施
す
る
こ
と
も
当
然
あ
り
得
る
。
そ
の
時
々
の
経
済
情
勢
と
勤
労
大
衆
の
生
活
状
態
に
対
応
し
て
も
っ
と
も
有
効
か
つ
適
切
な
諸

政
簸
を
実
施
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
ま
さ
に
ポ
リ
シ
ー
・
ミ
ッ
ク
ス
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
肝
心
な
こ
と
は
、

社
会
民
主
主
義
政
党
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
政
策
を
通
し
て
社
会
民
主
主
義
の
雅
本
価
値
で
あ
る
自
川
、
公
正
、
連
帯
の
実
現
を
可
能
な
限

り
追
求
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

む
す
び
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九
九
七
年

何
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ゴ
ロ
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坤
日
す
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Ｆ
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。
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ｎ
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』
の
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①
（
』
の
①
一
・
幻
○
日
］
の
Ｑ
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の
）

「
糾
合
破
域
者
」
の
汚
名
を
満
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
は
元
も
子
も
な
く
な
る
。
成
長
と
競
争
と
分
配
を
と
も
に
達
成
し
、
ス
テ
ー
ク

ホ
ー
ル
ー
ダ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
炎
現
す
る
こ
と
は
ま
こ
と
に
至
難
の
業
で
あ
る
が
、
現
在
の
き
び
し
い
状
勢
の
も
と
で
社
会
比
主
主
義

を
災
現
す
る
一
つ
の
試
み
と
し
て
そ
の
砿
い
課
題
に
挑
戦
し
よ
う
と
い
う
の
が
プ
レ
ァ
の
路
線
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
の
一
員
と
し
て
の
制
約
も

当
然
あ
る
。
そ
の
な
か
で
こ
の
路
線
を
実
現
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
い
う
ま
で
も
な
く
あ
ら
ゆ
る
社
会
勢
力
を
公
正
な
社
会
作
り
に
結
集
で

き
る
よ
う
な
明
確
な
政
莱
目
標
の
設
定
と
、
秀
れ
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
に
な
る
。
プ
レ
ァ
と
「
ニ
ュ
ー
・
レ
ー
パ
ー
」
が
こ
れ
か

ら
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
政
治
を
庇
側
す
る
か
、
ま
さ
に
利
目
に
値
す
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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